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例 言

１．本書は、国土交通省北海道開発局函館開発建設部による高規格幹線自動車道路函館江差自動車道

建設事業工事に伴い、公益財団法人北海道埋蔵文化財センターが平成２３・２４年度に委託を受けて

実施した、北斗市当別川左岸遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

２．報告内容は、平成２３年度調査範囲１，８１６�、および平成２４年度調査範囲２，４４２�、計４，２５６�の遺
構と遺物である。

３．調査は２か年とも第２調査部第２調査課が担当した。

４．本書は、立川トマス、佐藤和雄、奥山さとみ、芝田直人（第１調査部第３調査課）が執筆し、文

末に執筆者を示した。編集は立川が担当した。

５．遺物の整理は、土器を佐藤・奥山、石器等を立川が担当した。

６．現地調査での写真撮影は各担当者が、室内での写真撮影・整理は立川が担当した。

７．調査報告終了後の出土遺物は、北斗市教育委員会で保管される。

８．調査にあたっては、下記の諸機関および諸氏に御協力、御指導をいただいた。

国土交通省北海道開発局函館開発建設部、北斗市教育委員会、木古内町教育委員会、知内町郷

土資料館、市立函館博物館、七飯町歴史館

安齋正人、石井淳平、大沼忠春、木元 豊、佐藤智雄、高橋和樹、高橋豊彦、竹田 聡、坪井

睦美、時田太一郎、福田裕二、森 靖裕、山田 央、横山英介 （五十音順・敬称略）
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記号等の説明

１．遺構の表記には以下の記号を用い、原則として確認順に番号を付けた。

Ｈ：住居跡 HF：住居にともなう焼土 HP：住居にともなう土坑・柱穴

Ｐ：土 坑 TP：Ｔピット Ｓ：礫集中 Po：土器集中

２．遺構図等には真北を示す方位印を付した。図の天方向は、Ｎ－４５°－Ｅである。遺構平面図の

「＋」は調査区または小調査区ラインの交点で、傍らの名称記号は右下の調査区を表す。また、

小黒丸とその下の数字およびセクションレベルは標高（単位�）である。
３．掲載した遺構・遺物の図は基本的に以下の縮尺に統一した。ただし、遺構位置図、地形図、遺物

出土状況図などは任意の縮尺であるため、各図にはスケールを付けてある。写真図版の土器・石

器は、おおよそ１：２で掲載している。

遺 構 １：４０ 復元土器 １：３ 土器拓本 １：３

剥片石器 １：２ 礫 石 器 １：３

４．遺構の規模は、「長軸の上端×下端／短軸の上端×下端／確認面からの最大深」（単位ｍ）で示し

ている。

５．土層の表記は、基本土層についてはローマ数字（�、�、�・・・）、遺構内の層序については
アラビア数字（１、２、３・・・）を使用した。

６．土層の色調は『新版標準土色帖２６版』（小山・竹原２００４）に準じた。

７．火山灰は『北海道の火山灰』（北海道火山命名委員会１９８２）に準じ、以下の略号を用いた。

駒ケ岳火山灰ｄ層：Ko－d 白頭山－苫小牧火山灰：B－Tm

８．遺物図右下の太ゴチックアラビア数字は掲載番号であり、これに後続する小文字アルファベット

（ａ、ｂ、ｃ・・・）は同一個体を示す。

９．復元土器の断面図上方に「▼」が付されている場合、正面図に「▼」が付されている部位の断面

を表す。

１０．石器の大きさは、最大長・最大幅・最大厚（単位�）で示した。破損しているものについては現
存最大値を（ ）で示した。

１１．石器の実測図中でたたき痕は「∨－∨」、すり痕は「｜��｜」で範囲を示した。また、被熱部
分および使用による光沢面はドットのスクリーントーンで示した。

１２．文中において「北埋調報」としているものは、公益財団法人北海道埋蔵文化財センター調査報告

書の略である。
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� 緒 言

１ 調査要項

事 業 名 高規格幹線道路函館江差自動車道工事用地内埋蔵文化財発掘調査業務

平成２３年度（札苅５遺跡外）

平成２４年度（大平４遺跡外）

事業委託者 国土交通省北海道開発局函館開発建設部

事業受託者 公益財団法人 北海道埋蔵文化財センター

遺 跡 名 当別川左岸遺跡（北海道教育委員会登載番号：Ｂ－０６－４２）

所 在 地 北斗市当別５５２－３～５５３－１９

調 査 期 間 （仮称）山側部分：平成２３年８月１日～平成２４年３月３１日

（発掘期間：平成２３年８月１日～平成２３年９月９日）

（仮称）旧工事用道路部分・海側部分

：平成２４年８月１日～平成２５年３月３１日

（発掘期間：平成２４年８月１日～平成２４年１０月３１日）

調 査 面 積 平成２３年度：１，８１６�
平成２４年度：２，４４２�

調 査 体 制 平成２３年度

第２調査部 部長 三浦正人

第２調査部第２調査課 課長 熊谷 仁志

主査 立川トマス（調査担当者）

主査 芝田 直人（調査担当者）

主任 佐藤 和雄（調査担当者）

平成２４年度

第２調査部 部長 三浦正人

第２調査部第２調査課 課長 熊谷 仁志

主査 立川トマス（調査担当者）

主任 佐藤 和雄（調査担当者）

嘱託 奥山さとみ

２ 調査にいたる経緯

「高規格幹線道路函館江差自動車道」事業は、国土交通省北海道開発局により整備が進められてい

る。函館市を起点とし北斗市・木古内町を経由して、桧山郡江差町に至る総距離約７０�の国土交通大
臣指定に基づく高規格幹線道路（一般国道の自動車専用道路）である。

平成２年度から事業着手され、平成１５年３月に函館 IC－北斗中央（旧上磯）IC間（約８�）、平成
２１年１１月に北斗中央 IC－北斗富川 IC間（約４．６�）、平成２４年３月に北斗富川 IC－北斗茂辺地 IC間
（約５．４�）が供用されている。現在、事業区間となっている茂辺地木古内道路（距離１６�）は平成

� 緒 言
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２ 調査にいたる経緯

図�－１ 当別川左岸遺跡周辺の地形と調査範囲

図�－２ 当別川左岸遺跡年度別調査範囲

２



６年度に着手された。

平成１８年４月、国土交通省北海道開発局函館開発建設部（以下、「函館開建」という）は、函館江

差自動車道にかかる埋蔵文化財保護のための事前協議書を北海道教育委員会（以下、「道教委」とい

う）に提出した。これを受けて道教委は、同年同月に遺跡の所在確認調査を実施した。その結果、範

囲確認調査が必要と判断された。

当別川左岸遺跡は、調査範囲中央部に工事用道路が敷設されており単年度での調査が不可能である

ため、工事用道路を境に２か年にわたり調査を行った。

３ 調査の経過

� 発掘経過

平成２３年度（仮称：山側部分の調査）

８月１日：基準杭・範囲杭打設。

８月２日：重機による表土除去開始。基準杭・範囲杭打設。

８月３日：Ｃ地区調査開始。重機による表土除去は継続。

８月５日：Ｂ地区調査開始。

８月８日：Ｂ・Ｃ地区方格杭打設。

８月１１日：重機による表土除去終了。

８月２２日：Ａ地区調査開始。補償道路部分の調査を終了。

８月２４日：Ｂ地区調査終了。

８月２９日：Ｂ地区埋戻し終了。

９月１日：Ａ地区調査終了。町道振替部分の調査を終了。

９月５日：Ａ地区埋戻し終了。

９月７日：Ｃ地区調査終了。遺構は土坑７基、Ｔピット２期を検出した。遺物は縄文時代前期後半、

中期前半・後半、後期前半・後半、晩期中葉のものが出土。土器１０，８７１点、石器等２，８０２

点が出土した。

９月８日：Ｃ地区埋戻し終了。

平成２４年度（仮称：旧工事用道路部分・海側部分の調査）

７月３０日：Ａ・Ｂ地区重機による表土除去開始。

７月３１日：基準杭・方格杭打設。

８月１日：調査を開始。

８月２日：Ａ・Ｂ地区調査開始。Ｃ地区道路部分の砕石等の重機による除去開始。

８月７日：Ｃ地区重機による表土除去作業開始。

８月２７日：Ｃ地区調査開始。

８月３０日：Ｂ地区調査終了。

９月２０日：Ａ地区調査終了。

１０月３０日：Ｃ地区調査終了。遺構は住居跡４軒、土坑１２基、焼土６か所、礫集中２か所、土器集中

１か所を検出した。遺物は縄文時代中期前半・後半、後期前半・後半、晩期前葉のもの

が出土。土器１２，７５４点、石器等２，８２２点が出土した。

� 緒 言
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� 整理経過

平成２３年度：１１月５日から整理作業開始。遺物注記、破片接合、土器復元、遺構素図作成、写真整理。

平成２４年度：１１月５日から整理作業開始。遺物注記、破片接合、土器復元、遺構素図作成、写真整理。

平成２５年度：４月から整理作業開始。破片接合、土器復元、遺物実測・墨入れ、写真整理・撮影、図

版作成、原稿執筆。

４ 調査結果の概要

平成２３・２４年度の２か年にわたって発掘調査を行った。調査では縄文時代前期後半、同中期前半・

後半、同後期前葉・中葉、同晩期前葉・中葉の遺構・遺物が検出された。遺構は竪穴住居跡４軒（Ｈ

－１・２：中期前半、Ｈ－３：中期後半、Ｈ－４：中期）、土坑１９基（Ｐ－１～１１・１８・１９：前期前

半、Ｐ－１３～１６：中期後半、Ｐ－１２・１７：後期前葉）、Ｔピット（中期）、焼土６か所（中期）、礫集

中２か所（中期～後期）が検出された。遺物は土器２３，６２５点、石器等５，６２４点の合計２９，２４９点が出土

した。（表�－１～３） （立川）

表�－１ 当別川左岸遺跡 年度別検出遺構・遺物数一覧

調査年度 調査範囲
調査面積
（�）

遺 構 名 遺 物
合

計
住
居
跡

土

坑

Ｔ
ピ
ッ
ト

焼

土

土
器
集
中

礫
集
中

土

器

石
器
等

平成２３年度 山側部分 １，８１６ ０ ７ ２ ０ ０ ０ ９３ ６１ １５４

平成２４年度
旧工事用道路部分
・海側部分

２，４４２ ４ １２ ０ ６ １ ２ ３２２ １１７ ４３９

合 計 ４，２５８ ４ １９ ２ ６ １ ２ ４１５ １７８ ５９３

表�－３ 当別川左岸遺跡 年度別出土石器等点数一覧

種 別 調査年度

分 類

合

計

石

鏃

石
槍
・
ナ
イ
フ

石

錐

つ
ま
み
付
き
ナ
イ
フ

ス
ク
レ
イ
パ
ー

両
面
調
整
石
器

石

斧

た
た
き
石

す
り
石

石
皿
・
台
石

砥

石

石

錘

Ｒ
フ
レ
イ
ク

Ｕ
フ
レ
イ
ク

加
工
痕
あ
る
礫

有
意
の
礫

石

核

原

石

剥

片

礫
・
礫
片

石
製
品
等

遺 構
平成２３年度 １ ２ １ １ １６ ４０ ６１

平成２４年度 １ ２ １ ３ １ １ １７ ９１ １１７

包含層
平成２３年度 ２５ ６ ４ ２ ３５ １３ ２２２ ７２ ３０ １７ １ １ １２ ７ １７ ９ １６ ７９６ １，４５４ ２ ２，７４１

平成２４年度 １０ ６ ０ ５ ９７ １ １７ ８２ ６６ ４２ １２ ２ １７ ２６ ６ ９ ７ ３１ ８３３ １，４３３ ３ ２，７０５

合 計 ３６ １２ ４ ７ １３４ ２ ３０ ３０６ １３９ ７６ ３０ ３ １８ ３８ １３ ２６ １８ ４７ １，６６２ ３，０１８ ５ ５，６２４

表�－２ 当別川左岸遺跡 年度別出土土器点数一覧

種 別 調査年度

分 類

合

計

�
群
ｂ｜

３
類

�
群
ｂ｜

４
類

�
群
ａ
類

�
群
ｂ
類

�
群
ａ
類

�
群
ｂ
類

	
群

	
群
ａ
類

	
群
ｂ
類



群
ａ
類



群
ｂ
類

焼
成
粘
土
塊

土
製
品

遺 構
平成２３年度 ３４ ４９ １０ ９３

平成２４年度 １０２ ３８ １８２ ３２２

包含層
平成２３年度 ４００ １，０８３ １３４ ９，１２２ ２２ ６ １０ １ １０，７７８

平成２４年度 ６，８６２ １，９６０ ３ ３，５５６ ４２ ９ １２，４３２

合 計 ０ ０ ０ ４００ ８，０８１ ２，１３２ ３ １２，９０９ ６４ １９ ６ １０ １ ２３，６２５

３ 調査の経過・４ 調査結果の概要
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� 遺跡の位置と環境

１ 位置と環境

当別川左岸遺跡の所在する北斗市は、北海道の南西部に位置する渡島半島の南側にある。上磯郡上

磯町と亀田郡大野町が平成１８年（２００６）２月１日に合併して誕生した。渡島地方では、旧亀田市以来

３番目の市で、函館市に次いで人口の多い自治体である。北東側で七飯町、東側で函館市、北側で森

町、西側で厚沢部町・上ノ国町、南西側で木古内町と町界を接している。函館市からは西へ約１０�で
ある。町域はおよそ東西２３�、南北２７�、総面積は３９７．３�、人口は平成２２年で４８，０３２人である。南

もっけやま

東側は津軽海峡に面しており、北～北西側は３００～７００�級の毛無山、設計山、南～南東側は桂岳など
の山々に囲まれている。また、東側には大野平野が広がる。海岸線には低位の海岸段丘が発達し、こ

の段丘上に多くの遺跡が立地している。

当別川左岸遺跡は、ＪＲ当別駅から北東へ約２．５�のところに位置し、茂辺地川と当別川に挟まれ
た海岸段丘上に立地している。調査区は北から南に緩やかに傾斜しており、標高は７０～７６�である。

（立川）

図�－１ 遺跡の位置と周辺遺跡

２ 周辺の遺跡

北斗市の遺跡は、その多くが海岸線に沿った段丘上に集中している。現在、北斗市で周知されてい

る遺跡は１０５か所である。このうち、これまでに調査あるいは一部調査の行われた遺跡は２７遺跡であ

る。近年、緊急発掘調査が増え北海道新幹線建設事業で１遺跡、高規格道路建設事業で１０遺跡の調査

が行われた。当別川左岸遺跡の周辺に所在する遺跡は、茂辺地市街寄りの北東側に茂辺地１遺跡（３３）

・茂辺地２遺跡（３４）・茂辺地４遺跡（７２）・トドメキ川左岸遺跡（７１）など、海岸寄りの南東側に

当別４遺跡（４４）・茂辺地３遺跡（４５）・当別５遺跡（６８）がある。（ ）内の数字は登載番号であ

る。 （立川）

� 遺跡の位置と環境
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表�－１ 周辺の遺跡一覧

登録番号 遺跡名 種別 所在地 立地 標高（�） 時期 調査・報告等
Ｂ－０６－５ 寺屋敷 遺物包含地 富川 丘陵 １０～３０ 縄文 道教委（１９８３）
Ｂ－０６－７ ヤギナイ遺跡 遺物包含地 館野 丘陵 １０～１１ 縄文後期・晩期 町教委（２００９）
Ｂ－０６－１５ 館野 遺物包含地 館野 海岸段丘 ５０ 縄文前期～後期 北埋調報２３７・２８２
Ｂ－０６－１７ 茂別遺跡 集落跡 茂辺地 海岸段丘 ２０～６０ 縄文早期～晩期・続縄文 北埋調報１２１
Ｂ－０６－１８ 矢不来 遺物包含地 館野 舌状台地 ３０ 縄文中期
Ｂ－０６－２１ 茂別館 館跡 茂辺地 海岸段丘 ６０ １４４１～１４５７（中世）
Ｂ－０６－２３ 矢不来台遺跡 台場跡 矢不来 海岸段丘 ６５～７０ 近世 町教委（１９９９）
Ｂ－０６－３３ 茂辺地１ 遺物包含地 茂辺地 海岸段丘 ５５～６５ 縄文中期・後期
Ｂ－０６－３４ 茂辺地２ 遺物包含地 茂辺地 海岸段丘 ５０～５７ 縄文中期
Ｂ－０６－３５ 館野２ 遺物包含地 館野 海岸段丘 ５５～６０ 縄文中期・後期 北埋調報２８３・３０３
Ｂ－０６－３６ 矢不来館跡 館跡 矢不来 舌状台地 ８０ 中世 町教委（２０００）
Ｂ－０６－３８ 館野３ 遺物包含地 館野 丘陵 ７５ 縄文中期
Ｂ－０６－４２ 当別川左岸 遺物包含地 当別 丘陵 ５１ 縄文中期・後期
Ｂ－０６－４４ 当別４ 遺物包含地 当別 海岸段丘 ５０～６０ 縄文早期
Ｂ－０６－４５ 茂辺地３ 遺物包含地 茂辺地 海岸段丘 ５０ 縄文
Ｂ－０６－４６ 富川砲塁跡 砲塁跡 館野 海岸段丘 ４０ 近代 町教委（１９８７）
Ｂ－０６－４７ 矢不来２ 遺物包含地 矢不来 海岸段丘 ４３～４９ 縄文前期・中期・続縄文 北埋調報１５
Ｂ－０６－４８ 矢不来天満宮 神社跡 矢不来 海岸段丘 ５０～５５ 中・近・近代 北埋調報４７
Ｂ－０６－４９ 館野４ 集落跡 館野 海岸段丘 ７～９ 縄文中期・後期 北埋調報２３５
Ｂ－０６－５５ 矢不来３ 集落跡 矢不来 海岸段丘 ８０～９０ 擦文 町教委（１９８９）
Ｂ－０６－５６ 柳沢１ 遺物包含地 柳沢 丘陵 ３０ 縄文早期～中期
Ｂ－０６－５７ 柳沢２ 遺物包含地 柳沢 段丘斜面 ７０ 縄文後・晩期
Ｂ－０６－５８ 矢不来４ 遺物包含地 矢不来 舌状台地 ８０ 縄文中期・後期
Ｂ－０６－５９ 矢不来５ 遺物包含地 矢不来 傾斜地 ６０～６６ 縄文中期
Ｂ－０６－６０ 矢不来６ 集落跡 矢不来 台地 ６０ 縄文前期・後期 北埋調報２３５・２５７
Ｂ－０６－６１ 矢不来１４ 台場跡 矢不来 丘陵 ２０～３０ 近世
Ｂ－０６－６２ 矢不来７ 集落跡 矢不来 河岸段丘 ５０ 縄文早期～後期 報埋調報２３２
Ｂ－０６－６８ 当別５ 遺物包含地 当別 海岸段丘 １５～２５ 縄文
Ｂ－０６－６９ 柳沢３ 遺物包含地 柳沢 丘陵 ５２～６０ 縄文中・後期
Ｂ－０６－７０ 館野５ 遺物包含地 館野 海岸段丘 ５０～７０ 縄文後期
Ｂ－０６－７１ トドメキ川左岸 遺物包含地 茂辺地 海岸段丘 ７０～８０ 縄文後期
Ｂ－０６－７２ 茂辺地４ 遺物包含地 茂辺地 海岸段丘 ５０～６０ 縄文中期・後期 道埋（２０１０） 市教委（２０１１～１３）
Ｂ－０６－７４ 矢不来８ 遺物包含地 矢不来 台地 ６０～７０ 縄文中・晩期・続縄文 北待調報２３２
Ｂ－０６－７５ 矢不来９ 遺物包含地 矢不来 台地 ６０～６５ 縄文中期・後期 北埋調報２５７・２７２
Ｂ－０６－７６ 矢不来１０ 遺物包含地 矢不来 台地 ６０～６５ 縄文 北埋調報２４４・２７２
Ｂ－０６－７７ 矢不来１１ 遺物包含地 矢不来 台地 ６０～６５ 縄文後期 北埋調報２３５・２５７・２７２
Ｂ－０６－７８ 矢不来１２ 遺物包含地 矢不来 海岸段丘 ５０～５５ 縄文
Ｂ－０６－７９ 館野６ 集落跡 館野 海岸段丘 ５０～５５ 縄文早期～続縄文 北埋調報２９５ ２００８調査（未完）
Ｂ－０６－８０ 館野７ 遺物包含地 館野 海岸段丘 ５０～５５ 縄文後期
Ｂ－０６－８２ 矢不来１４ 遺物包含地 矢不来 海岸段丘 ５５～６０ 縄文中期・後期

２ 周辺の遺跡

図�－２ 周辺の遺跡（国土地理院２万５千分の１『茂辺地』を使用）
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� 調査の方法

１ 調査範囲

調査区の設定と座標値

当別川左岸遺跡の調査は、平成２３年度と平成２４年度の２か年にわたって行われた。調査区の設定は、

平成２２年度調査の際に国土交通省北海道開発局函館開発建設部が平成１８年２月に作成した「函館江差

自動車道上磯町茂辺地当別間用地測量用地平面図」１／１，０００図を基本図として使用した。調査区の

設定の際には、計画路線のうち路線中心線１８６ｋ０００�～１８７ｋ０００�が直線であることからこれを基線
とした。基線に対して平行・直交する方格を組み、方格設定の原点として１８６ｋ０００�～１８７ｋ０００�点
間の１８７ｋ０００�（調査方格名称Ｋ３４）・１８６ｋ０００�（調査方格名称Ｋ５９）を選定した。平成２３年度の
調査範囲は路線中心線を含んでいないことから、基線より８�北東よりのＩラインを調査基線とし
た。

方格の間隔は４�とした。方格を区画する線にはアルファベット（北西－南東方向）とアラビア数
字（南西－北東方向）を与え、調査区（グリッド）の名称は方格の西角で交差する２つの線名を合わ

せて読む。

平成２３年度調査範囲の平面直角座標は第��系で、以下のとおりである。合わせて、記載した杭の
杭高を記す。

平成２３年度：調査方格名称 Ｉ１１杭 Ｘ＝－２４８８２８．６７７ Ｙ＝２７７４０．３８３

北緯４１度４５分３３．８９８５６秒 東経１４０度３５分００．９７１３０秒 杭高７７．０２�
調査方格名称 Ｉ３５杭 Ｘ＝－２４８７６１．９３９ Ｙ＝２７８０９．３９１

北緯４１度４５分３６．０５３１９秒 東経１４０度３５分０３．９７００６秒 杭高７６．５８�
調査方格名称 Ｉ４５杭 Ｘ＝－２４８７３４．１３１ Ｙ＝２７８３８．１４５

北緯４１度４５分３６．９５０９６秒 東経１４０度３５分０５．２１９５９秒 杭高７４．２６�
調査方格名称 Ｉ５５杭 Ｘ＝－２４８７０６．３２４ Ｙ＝２７８６６．８９８

北緯４１度４５分３７．８４８７０秒 東経１４０度３５分０６．４６９０９秒 杭高７３．９２�
平成２４年度は、平成２３年度に設定した調査区の方格を区画する線を延長して調査区の設定を行っ

た。

平成２４年度調査範囲の平面直角座標は第��系で、以下のとおりである。合わせて、記載した杭の
杭高を記す。

平成２４年度：調査方格名称 Ｌ５杭 Ｘ＝－２４８８５３．９８５ Ｙ＝２７７３１．４８１

北緯４１度４５分３３．０７９３１秒 東経１４０度３５分００．０８１６６秒 杭高７５．６６�
調査方格名称 Ｌ１１杭 Ｘ＝－２４８８３７．２９９ Ｙ＝２７７４８．７３１１

北緯４１度４５分３３．６１８０２秒 東経１４０度３５分０１．３３１２６秒 杭高７６．４２�
調査方格名称 Ｍ３４杭 Ｘ＝－２４８７７６．２１７ Ｙ＝２７８１７．６４４

北緯４１度４５分３５．５８９３３秒 東経１４０度３５分０４．３２４９６秒 杭高７５．７５�
調査方格名称 Ｍ４０杭 Ｘ＝－２４８７５９．５３２ Ｙ＝２７８３４．８９６

北緯４１度４５分３６．１２８００秒 東経１４０度３５分０５．０７４６５秒 杭高７４．８６�
調査方格名称 Ｍ５６杭 Ｘ＝－２４８７１５．０４０ Ｙ＝２７８８０．９００
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北緯４１度４５分３７．５６４４０秒 東経１４０度３５分０７．０７３８１秒 杭高７１．９０�

平成２３年度・２４年度ともに、平面直角座標は「世界測地系」に基づいた「測地成果２０００」の座標で

ある。

２ 土 工

� 掘 削

掘削作業には主に移植ゴテ、ねじり鎌を使用した。遺構・遺物の検出状況に応じて、竹べら・竹串

を使用して遺構・遺物を傷つける事のないように配慮して掘削した。精査・清掃の際には炉箒・ブラ

シを併用した。

遺構は乾燥や降雨による流水によって崩壊しやすいため、ジョウロや噴霧器による適度な散水、コ

ンパネやブルーシートをかけるなどの乾燥や降雨への対策をとりながら調査を進めた。また、黒色腐

植土や黄褐色ローム質土は水分を含むと滑りやすくなるため、排土場に至る道や通路に歩み板や麻袋

を敷いて転倒防止に努めた。

� 埋め戻し

平成２３年度は、工事用道路の付け替え工事を行うため調査終了後に重機による埋め戻しを行った。

平成２４年度は、埋め戻しは行わなかった。

３ 測量と記録

� 測量・図化

４�×４�方眼の交点に打設した方格杭を平面測量の基準とした。２４�ごとに打設した基準杭には
それぞれの杭に打たれた釘の標高を記入し、この標高を水準測量の基準とした。水準測量にはオート

レベルと１�目盛のアルミ製スタッフを用いて、基準杭の標高と測量対象の比高を直接観察した。平
面測量は測量杭を基準として手測りによって行った。

遺構・遺物の出土状況等の実測図は、Ｂ３版セクションフィルムに基本的に１／２０縮尺で記録し

た。遺物出土状況等の詳細図については１／１０縮尺を用い、図版にはそれぞれスケールを付した。

� 現場での撮影

ａ 撮影方法

発掘現場での撮影は６×７判カメラと３５�判カメラを使用した。また、写真整理用としてデジタル
カメラを使用した。基本的にモノクロ、カラーリバーサルとも２コマを同露出で撮影し、１セットと

した。撮影の際は撮影方向、出土位置など出来るだけ多くの情報を入れることに留意した。

ｂ 撮影機材

撮影機材・フィルムは下記を使用した。

カメラ：Mamiya RZ６７PRO�（６×７判）、ニコン F３（３５�判）、カシオ EX-Z２０００・EX-Z８０・EX

-H３０（デジタルカメラ）

フィルム：コダック T-Max１００（６×７判 モノクロ）、フジフィルム ネオパン１００ACROS（６×

７判 カラーリバーサル）、フジフィルム PROVIA１００F（３５�判 カラーリバーサル）

１ 調査範囲・２ 土工・３ 測量と記録
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ｃ 撮影データ

発掘現場での撮影データ（カット	、撮影日、被写体、出土位置、層位、撮影方向、フィルム種類）
を野帳に記入し、デジタルカメラの画像と照合して写真台帳を作成した。

４ 整理の方法

� 一次整理作業

遺跡内より出土した土器・石器等は、野外作業と並行して現地で水洗・乾燥・分類・遺物カードの

添付・遺物台帳の作成・注記作業を行った。水洗はボンドブラシや歯ブラシなどを使用して、遺物に

付着した土を洗い落とした。乾燥は新聞紙等を敷いた乾燥かごに遺物を入れて、屋外もしくは屋内に

おいて行った。水洗・乾燥の終了した遺物は、収集の単位ごとに分類して遺物名と点数を決定し、そ

れぞれに遺物番号を与えた後に、遺物台帳に登録した。

遺物台帳は、土器・土製品と石器等に分けて作成している。Ｂ５判の様式を印刷して手作業で記入

し、遺構・包含層を分けて全遺物を登録した台帳を作成した。台帳には出土遺構またはグリッド名の

ほか、遺物番号・取上日・層位・遺物名・分類・材質（石器等の場合）・点数その他を記入した。台

帳登録の終わった遺物は、台帳と同一の内容を記入した遺物カードと共に遺物番号ごとにチャック付

ポリ袋に納めた。遺物カードは土器と石器等で色を分けている。土器を「黄色」、石器等を「黄緑色」

とした。

注記は手書きによって行った。注記対象は、土器片が微細なものを除く大多数、石器等が礫・礫片

を除く狭義の石器である。注記できなかった遺物は、遺物番号ごとに「未注記」と記入したポリ袋に

納め、注記済みのものと同封した。注記は、遺跡名の略号、遺構番号またはグリッド名、遺物番号、

出土層位の順に記した。遺跡の略号は、当別川左岸遺跡「TS」とした。

注記例

遺 構：TS．Ｈ－１．２．床面 包含層：TS．Ｄ６０．３．�
なお、遺物台帳は手作業で紙へ記入したものを基にパソコン上で表計算ソフト（Microsoft Excel）

に入力し管理している。整理作業の進捗により遺物の分類等に変更があった場合には、手書きの台帳

と Excelのデータを同時に修正した。

一次整理作業の終了した遺物は、現地調査終了後に北海道埋蔵文化財センターへ搬送した。

� 二次整理作業

図面等

遺構や遺物出土状況の原図は訂正などの作業を行った。訂正や変更があった場合はその箇所が確認

できるように原図に書き込んでいる。その後、原図から１�方眼の方眼紙に鉛筆で素図を作成してい
る。素図をスキャナーで取り込み、パソコン上で描画ソフト（Adobe Illustrator CS２・CS５．１）に

より補正・加工して版下を作成した。

土器の整理

土器については、分類の見直しと細分類を行いながら、接合作業を中心に整理を進めた。作業に当

たっては遺構と包含層の接合、同一個体の破片を把握することに努めた。接合作業の結果は、分類・

出土地点・遺物番号・点数・同一個体破片の有無などを接合台帳に記入した。接合関係が認められた

個体は、接合の程度によりＡ～Ｄの４段階に分類した。Ａは完形もしくは口縁～底部が全体の１／３

以上残存するもの。Ｂは口縁～胴部または胴部～底部が全体の１／３以上残存するもの。Ｃは口縁～
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胴部または胴部～底部が全体の１／３未満残存するもの。Ｄは縄文または無文のみの胴部が接合した

ものである。概ねＡ・Ｂは立体復元、Ｃは土器拓本、Ｄは未掲載としたが、ＢとＣは個体ごとに適宜

判断し図化した。未接合の破片資料のうち、文様構成・器形のわかる口縁部・胴部・底部については、

土器拓本を作成した。立体復元は、遺物台帳と破片の照合→再接合→破片接着→樹脂充填の手順をとっ

た。立体復元と拓本断面については人手による原寸実測を行い、２／３縮尺素図をもとに墨入れを行っ

た。接合・復元作業と並行して、集計表・分布図を作成した。

石器等の整理

石器については、分類の見直しを行いながら、破損品の接合作業を行った。遺構・包含層ごとに完

形品を中心に人手による原寸実測を行い、剥片石器は原寸で、礫石器は２／３縮尺素図をもとに墨入

れを行った。これらの作業と並行して集計表・分布図の作成を行った。

写真の整理

ａ スタジオ撮影

撮影方法：光源は撮影用レフランプを使用している。土器片や石器などの俯瞰撮影はトヨ無影撮影

台を使用して撮影した。遺物は発泡スチロールや脱脂粘土などで傾きや高さを調整した。復元土器は

蛍光剤が少ないスーパーホワイトの背景紙を撮影台に垂らして立面撮影を行った。モノクロ、カラー

リバーサルともに同露出で２コマ撮影し、１セットとした。

撮影機材：スタンドはトヨウェイトスタンドを使用した。カメラはMamiya RZ６７PRO�を使用し
た。フィルムはモノクロがコダック T-Max１００、カラーリバーサルがコダックＴ６４を使用した。

ｂ 現 像

フィルム現像：モノクロフィルムは自動現像機（ILFORD ILFOLAB FP４０）を使用して、自家処理

を行っている。

ペーパー現像：モノクロ写真の焼付けはフジプロバリグレードWPを使用し、写真図版を作成し

た。

ｃ 保管・管理

フィルムは１コマずつ番号をつけ、フィルム種類ごとの連番で管理している。フィルムに触れる時

は手袋を着用し、油分からの変化・劣化・カビの発生を防いでいる。同露出で撮影した２コマのうち

１コマは、オリジナルフィルムとして使用していない。使用頻度や貸し出し依頼の多い写真は、デュー

プフィルムの作成やスキャニングによるデータ化で対応している。写真アルバムはすべての調査・整

理作業が終了した後、常温・定湿の特別収蔵庫に保管される。

５ 保 管

今回の報告に関する出土遺物については、調査年度・遺跡名・遺物名・分類・収納番号等を記した

ラベルを貼ったコンテナに収納し、収納台帳を作成した。遺物は収納台帳と共に北斗市へ返却される

予定である。図面等はすべてＡ２判図面ファイルに調査年度・遺跡名を付け収納している。図面等や

写真フィルム等は北海道埋蔵文化財センターにて保管される。

４ 整理の方法・５ 保管
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６ 遺跡の土層

本遺跡の基本的な層序は次の通りである。

７ 遺物の分類

� 土 器

土器は縄文時代早期に属するものを�群とし、以下前期を�群、中期を�群、後期を
群、晩期を
�群とした。続縄文時代のものは�群、擦文文化期のものは
群である。また、ａ・ｂ類に二分した
ものはａ類が前半、ｂ類が後半を意味する。同様にａ・ｂ・ｃ類に三分したものはａ類が前葉、ｂ類

が中葉、ｃ類が後葉を意味する。さらに細分を必要とする場合は、アラビア数字の枝番号を付した。

なお、今回の調査では、�群・�群・
群は出土していない。
�群 縄文時代前期に属する土器群

ａ類 縄文の施された丸底・尖底の土器群

ｂ類 円筒土器下層式土器群

�群 縄文時代中期に属する土器群

ａ類 円筒土器上層ａ式・ｂ式、サイベ沢
式、見晴町式に相当するもの
ｂ類 円筒土器上層式に後続する土器群

ｂ－１類 榎林式に相当するもの

ｂ－２類 大安在Ｂ式に相当するもの
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ｂ－３類 ノダップ�式、煉瓦台式に相当するもの

群 縄文時代後期に属する土器群

ａ類 天祐寺式、涌元式、トリサキ式、大津式、白坂３式に相当するもの

ｂ類 ウサクマイＣ式、手稲式、ホッケマ式に相当するもの

ｃ類 堂林式、三ツ谷式、湯の里３式に相当するもの

�群 縄文時代晩期に属する土器群

ａ類 大洞Ｂ式、大洞Ｂ－Ｃ式とこれに並行する在地の土器群

ｂ類 大洞Ｃ１式、大洞Ｃ２式とこれに並行する在地の土器群

ｃ類 大洞Ａ式、大洞Ａ´式とこれに並行する在地の土器群

� 石器等

石器等には定型的な石器を�～�群に分け、定型的な石器と認定しがたい加工痕や使用痕のある剥
片・礫を�群、石核・原石を�群として、記号を用いて分類をした。分類記号を用いなかったものに
は、礫や土製品、石製品がある。

なを、�Ａ１、�Ａ２の本文中や一覧表での名称には、Ｒフレイク、Ｕフレイクの略号を用いてい
る。

〈�群〉 石鏃・石槍類

Ａ類 石鏃

１：石刃鏃

２：細身で薄いもの

ａ：柳葉形のもの ｂ：五角形になるもの

３：三角形のもの

ａ：凹基のもの ｂ：平基のもの ｃ：凸基のもの

４：茎が明瞭にみられないもの

ａ：木の葉形のもの ｂ：菱形のもの ｃ：棒状のもの

５：茎をもつもの

６：破片（細分の困難な破片）・未成品

Ｂ類 石槍・ナイフ

１：茎をもつもの

２：茎が明瞭にみられないもの（木の葉形・菱形のものを含む）

８：破片（細分の困難な破片）・未成品

〈�群〉 石錐

Ａ類 石錐

１：刺突部を作り出したもの

２：棒状のものにつまみ部が作り出されたもの

３：棒状のもの

８：破片（細分の困難な破片）・未成品

〈�群〉 つまみ付ナイフ・スクレイパー

Ａ類 つまみ付ナイフ

７ 遺物の分類
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１：片面の全面加工のもの（裏面の一側縁に刃部をもつもの）

２：片面の全面加工のもの

３：片面の周縁加工のもの

４：両面加工のもの

８：破片（細分の困難な破片）・未成品

Ｂ類 スクレイパー

１：石べらと称されるもの

２：円形のもの

３：主に縦長で下端部に刃部が設けられるもの

４：素材の縁辺に抉りを入れ、それを刃部としているもの

５：縦長で側縁に刃部が設けられているもの

６：横長で側縁に刃部が設けられているもの

７：素材の形状を大きく変えていないもの

８：破片（細分の困難な破片）・未成品

〈
群〉 両面調整石器

Ａ類 両面調整石器

１：円・楕円形のもの

２：木の葉形・菱形のもの

３：半円形のもの

８：破片（細分の困難な破片）・未成品

〈�群〉 石斧類

Ａ類 石斧

１：擦り切り手法によって製作されたもの

２：敲打痕（ペッキング）のみられるもの

３：打ち欠きによる整形がみられるもの

４：素材を大きく変えることなく刃部のみに磨きがみられるもの

５：全面磨製のもの

８：破片（細分の困難な破片）・未成品

Ｂ類 石のみ

〈�群〉 たたき石

Ａ類 たたき石

１：棒状礫を素材としたもの ２：扁平礫を素材としたもの

３：円礫を素材としたもの ４：くぼみ石と称されるもの

〈
群〉 すり石

Ａ類 すり石

１：断面が三角形の礫の稜をすったもの ２：扁平礫を素材としたもの

� 調査の方法
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３：扁平礫を半円状に打ち欠き弦をすったもの（扁平打製石器）

４：円礫を素材としたもの ５：北海道式石冠と称されるもの

〈�群〉 台石・石皿

Ａ類 台石・石皿

〈�群〉 石鋸

Ａ類 石鋸

〈�群〉 砥石

Ａ類 砥石

１：研磨面に溝があるもの ２：板状のもの ３：角柱状のもの

〈�群〉 石錘

Ａ類 石錘

〈�群〉 加工痕、使用痕のみられる剥片・礫など

Ａ類 加工痕、使用痕のみられる剥片

１：剥片に加工痕がみられるもの（Ｒフレイク）

ａ：ピエス・エスキーユと称されるもの ｂ：加工痕から器種を特定できないもの

２：剥片に使用痕のみられるもの（Ｕフレイク）

Ｂ類 加工痕のみられる礫

〈�群〉 石核・剥片類

Ａ類 石核・原石

１：石核（残核） ２：石器原石と考えられるもの

Ｂ類 破片・剥片

（立川）

７ 遺物の分類
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� 遺構と遺構出土の遺物

１ 概 要

平成２３年、平成２４年の２か年にわたる調査で検出された遺構は、竪穴住居４軒、土坑１９基、Ｔピッ

ト２基、焼土６カ所、礫集中２か所である。Ｔピットを除くこれらの遺構は、調査区のほぼ全域に分

布する。

住居跡の時期は、縄文時代中期前半２軒（Ｈ－１・２）、同中期後半１軒（Ｈ－３）、同中期に属す

ると思われるもの１軒（Ｈ－４）である。Ｈ－１はＡ地区南東寄りの平坦部、Ｈ－２はＢ地区北東の

平坦部、Ｈ－３・４はＣ地区の沢頭の南西側縁辺の平坦部に位置する。Ｈ－３・４は重複しており、

Ｈ－３がＨ－４を切る。Ｈ－１北東側床面から先端ピットが確認された。Ｈ－１・２からは壁際に周

溝が見られる。

土坑は、縄文時代中期１基（Ｐ－１３）、同中期前半１３基（Ｐ－１～１１・１８・１９）、同中期後半３基

（Ｐ－１４～１６）、同後期前葉２基（Ｐ－１２・１７）に属する。Ａ地区から２基、Ｂ地区から３基、Ｃ地

区から１４基の１９基が検出された。時期、場所等で分布にまとまりのような傾向はみられない。Ｐ－１

・３は坑口部の直径が２�を超える大型の土坑である。いずれもＨ－２のような小型の竪穴住居跡の
可能性があるが、炉跡や柱穴などの付属遺構が検出されなかったため土坑とした。

Ｔピットは、２基が検出された。いずれもＢ地区の西よりの平坦部に位置し、溝状の細長いタイプ

である。長軸方向はほぼ同じ向きで、等高線に直行する。時期は縄文時代中期と考えられる。

焼土は６カ所検出された。Ａ地区から３か所、Ｂ地区から１か所、Ｃ地区から１か所が検出された。

いずれも縄文時代中期前半ないし後半に属すると思われる。

礫集中は２か所確認されたが、いずれも竪穴住居跡（Ｈ－４）の覆土上位に位置する。 （立川）

２．住 居 跡

Ｈ－１（図�－４・１５・１６／表１・２・７／図版３・８・９）
位置：Ｎ５

規模：３．２５／２．３５×２．９５／２．７３×０．１５（�）
確認・調査：調査範囲南西側の平坦部に位置する。表土除去作業中に、�層上面で焼土と黒褐色土の
落ち込みを確認した。長軸・短軸方向に土層観察用のベルトを設定し掘り下げたところ、壁の立ち上

がりと床面を確認した。壁は緩やかに立ち上がる。床面はほぼ平坦である。掘り込み面は、覆土の堆

積状況および出土遺物から、�～�層中と考えられる。平面形は隅丸方形を呈する。覆土は自然堆積
である。住居址西側の床面から HF－１とＰ－１１が重複する形で検出された。Ｐ－１１は HF－１を切っ

て作られていることから、住居址よりも新しいと考えられる。

付属施設：北東側に先端ピットがあり、床面を１５�の深さで円形に掘り込んでいる。底面はほぼ平坦
である。北東側のほぼ中央に地床炉（HF－１）が検出された。南側をのぞく三方の壁際から周溝が

検出された。幅１０�、深さ５�で、断面はＵ字形を呈する。さらに西側と東側に３か所、北側に１か
所柱穴を検出した。直径５～１５�、深さ１０～２０�である。それぞれを半裁して断面観察を行ったとこ
ろ、壁はほぼ垂直である。底面は平坦なものが５か所、Ｖ字形のものが２か所みられる。

� 遺構と遺構出土の遺物
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２．住居跡

図�－１ Ａ地区遺構位置図

図�－２ Ｂ地区遺構位置図
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遺物出土状況：覆土中から�群ａ類土器８８点、石鏃１点・フレイク６点・礫１点が出土した。いずれ
も覆土中からの出土である。

時期：出土遺物および周辺の遺物状況からみて、縄文時代中期前半の可能性がある。 （佐藤）

掲載遺物 土器：１は�群ｂ類円筒土器下層に相当するものである。単節縄文によって施工される。
口縁部にも単節縄文が施される。２～４は�群ａ類円筒土器上層に相当するものである。粘土紐貼付
による装飾が行われている。細かい撚糸文が付される。２は粘土紐貼付を挟んで馬蹄形圧痕がある。

３は粘土紐貼付上に細かい撚糸文が連続する。４は、口唇上に鋸歯状の粘土紐貼付があり、細かい撚

糸文がつけられる。内面にミガキがかけられている。５・６はＨ－１から出土した底部片である。５

は張り出す。６は RL原体による斜行縄文が施される。ところどころにケズリの調整痕がみられる。

（奥山）

石器：１は石鏃である。茎が明瞭にみられない菱形を呈するものである。石質は頁岩である。

（立川）

Ｈ－２（図�－５／表１・２／図版３）
位置：Ｌ・Ｍ－４１・４２

規模：２．１１／１．９８×２．０２／１．８９×０．２１（�）
確認・調査：遺構調査区北東側の平坦部に位置する。耕作土を除去したところ、黒褐色土の落ち込み

を確認した。半截して土層観察を行ったところ、壁の立ち上がりを確認した。平面形は円形を呈する。

壁はほぼ垂直に立ち上がる。壁際に周溝がめぐる。床面はほぼ平坦であるが南東側に緩やかに傾斜し

ている。掘り込み面は、覆土の堆積状況から、�～�層中と考えられる。覆土は自然堆積である。

図�－３ Ｃ地区遺構位置図

� 遺構と遺構出土の遺物
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２．住居跡

図�－４ Ｈ－１、Ｐ－１１
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図�－５ Ｈ－２・３
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付属遺構：住居跡のほぼ中部に炉跡が検出された。被熱によりわずかに住居跡床面が赤変している。

また少量の炭化物も検出された。柱穴は確認されなかった。壁際に周溝がめぐる。

遺物出土状況：覆土中から頁岩のフレイクが２点出土している。

時期：炉から出土した炭化物の炭素年代測定を行った結果から中葉～後葉の可能性がある。

（立川）

Ｈ－３（図�－５／表１・２・７／図版４・８・９）
位置：Ｌ・Ｍ－４５、Ｌ４６

規模：２．６５／２．２４×２．５４／２．０８×０．１８（�）
確認・調査：�層を除去した段階で、重複する黒色土の落ち込みを確認した。落ち込みの中心から直
交する土層観察用のセクションベルトを設定した。トレンチ調査を行い、床と壁の立ち上がりを確認

した。

覆土：上位（１層）は自然堆積層で、下位（２．３層）は多量のロームを含む層が床面まで堆積して

いる。

形態：平面形は丸みを帯びた台形である。床はやや凹凸がある。壁は急角度で立ち上がる。東側の壁

はＨ－４住居跡の壁を壊して構築されている。西角の床・壁の一部はＰ－１６土坑の構築時に壊されて

いる。

付属遺構：北西と南東側の床面で周溝が検出された。幅は約１５�・深さ約７�である。炉跡・柱穴は
確認されなかった。

遺物出土状況：覆土から�群ｂ類土器が出土した。覆土から、扁平打製石器１点と頁岩製の剥片１点
が出土している。

時期：出土した�群ｂ類土器からみて、縄文時代中期後半と考えられる。 （佐藤）

掲載遺物 土器：７は�群ｂ類榎林式に相当するものである。口縁下にかすかな凹みがみられる。LR
原体による斜行縄文である。 （奥山）

石器：２は扁平打製石器の破片である。扁平礫を半円状に打ち欠いて作成したものと思われる。石質

は砂岩である。 （立川）

Ｈ－４（図�－６／表１・２／図版４）
位置：Ｌ・Ｍ－４５、Ｌ４６

規模：４．５３／３．５３×４．４３／３．４２×０．２４（�）
確認・調査：�層を除去した段階で、重複する黒色土の落ち込みを確認した。落ち込みの中心から直
交する土層観察用のセクションベルトを設定した。トレンチ調査を行い、床と壁の立ち上がりを確認

した。

覆土：上位（１層）は自然堆積層で、下位（２．３層）は多量のロームを含む層が床面まで堆積して

いる。

形態：平面形は不整隅丸方形である。床はやや凹凸がある。壁近くを除き固く締まっている。壁は急

角度で立ち上がる。北西側の床・壁の一部はＨ－３住居跡の構築時に壊されている。

付属遺構：炉跡・柱穴は確認されなかった。

調査範囲北東側の沢に面した段丘の縁に立地する。�層上面と側溝断面で黒色土が楕円形に落ち込ん
でいるのを検出した。上部は近代以降の道路の造成により削平されており、さらに道路側溝による撹

２．住居跡
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図�－６ Ｈ－４
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乱を受ける。掘り込み面は、覆土の堆積状況および出土遺物から、�～�層中と考えられる。平面形
は楕円形を呈する。坑底面はほぼ平坦であるが、中央部がやや低い。覆土は上部が自然堆積で、下部

が埋め戻されている。隣接するＰ－５と形状・規模が類似することから、ほぼ同時期に構築されたと

推測される。

遺物出土状況：覆土から�群ａ．ｂ類土器が出土した。覆土から、頁岩製の剥片３点と礫１点が出土
している。

時期：出土した�群ａ．ｂ類土器からみて、縄文時代中期と考えられる。 （佐藤）

３．土 坑

Ｐ－１（図�－７・１５・１６／表１・３・７・８／図版４・５・８・９）
位置：Ｆ・Ｇ－５６・５７

規模：２．５０×（１．８８）／２．３８×１．７９／０．２１（�）
確認・調査：調査範囲北東側の沢に面した段丘の縁に掘り込まれた土壙。�層上面で黒色土が不整形
に落ち込んでいるのを検出した。上部は近代以降の道路の造成により削平されており、さらに道路側

溝、電柱と推測される柱穴による撹乱を受ける。また、東側でＰ－２・３と重複する。Ｐ－３を壊し、

Ｐ－２に壊されていることから、これらの新旧関係はＰ－３→Ｐ－１→Ｐ－２である。掘り込み面は、

覆土の堆積状況および出土遺物から、�～�層中と考えられる。平面形は不整楕円形、断面は浅い皿
形を呈する。坑底面は広く、ほぼ平坦であるが、北側が少し高い。坑底面が固くしまっていることか

ら小型の竪穴住居跡の可能性があるが、炉跡や柱穴などの付属遺構が検出されなかったため土坑とし

た。覆土は自然堆積である。

遺物出土状況：坑底および覆土中から�群ａ類・�群ａ類土器、礫が出土した。これらは�～�層中
よりの流れ込みと考えられる。

時期：出土遺物から縄文時代中期前半～後期前葉の可能性がある。 （芝田）

掲載遺物 土器：８は�群ｂ類ノダップ�式に相当するものである。ＲＬ原体による横走縄文であ
る。ところどころ磨り消しが行われている。 （奥山）

石器：４はくぼみ石と称されるものである。扁平礫の腹面の中央部にたたき痕がみられる。石質は砂

岩である。３は両面調整石器である。楕円形を呈するものの下部破片と思われる。石質は頁岩である。

５は石核である。石質は頁岩である。 （立川）

Ｐ－２（図�－７／表１・３／図版５・８・９）
位置：Ｇ－５６・５７

規模：１．２３×０．７２／１．０８×０．５７／０．３０（�）
確認・調査：調査範囲北東側の沢に面した段丘の縁に立地する。Ｐ－１の南側を半截したところ、壁

際でより黒みの強い腐植土が落ち込んでいるのを検出した。Ｐ－１の坑底面・壁を壊し、覆土を掘り

込んでいることから、より新しい時期の土壙と判断した。Ｐ－２は南側でＰ－３の一部も壊している。

上部は近代以降の道路の造成により削平されている。掘り込み面は、覆土の堆積状況および出土遺物

から、�～�層中と考えられる。平面は楕円形を呈する。坑底面には段が見られ、北側がやや低い。
小型の土壙が重複している可能性があるが、覆土がほぼ均質であることから、１つの土坑とした。覆

土は自然堆積である。

２．住居跡・３．土 坑
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図�－７ Ｐ－１・２・３・４
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遺物出土状況：覆土中から�群ａ類土器、礫が出土した。これらは包含層よりの流れ込みと考えられ
る。

時期：出土遺物および周辺の遺構との新旧関係から、縄文時代中期前半～後期前葉の可能性がある。

（芝田）

Ｐ－３（図�－７・１５／表１・３・７／図版４・５・８）
位置：Ｇ－５６・５７

規模：（２．０４）×１．４５／（１．８７）×１．３１／０．１９（�）
確認・調査：調査範囲北東側の沢に面した段丘の縁に立地する。�層上面で黒色土が不整形に落ち込
んでいるのを検出した。上部は近代以降の道路の造成により削平されている。また、西側でＰ－１・

２に壊されている。掘り込み面は、覆土の堆積状況および出土遺物から、�～�層中と考えられる。
平面形は不整楕円形、断面は浅い皿形を呈する。坑底面は広く、北側へ緩く傾斜する。坑底面が固く

しまっていることから小型の竪穴住居跡の可能性があるが、炉跡や柱穴などの付属遺構が検出されな

かったため土坑とした。覆土は自然堆積である。

遺物出土状況：覆土中から�群ａ類土器が出土した。これらは包含層よりの流れ込みと考えられる。
時期：出土遺物および周辺の遺構との新旧関係から、縄文時代中期前半～後期前葉の可能性がある。

（芝田）

掲載遺物：土器：９は�群ｂ類円筒土器上層に相当するものである。粘土紐が貼付されている。
（奥山）

Ｐ－４（図�－７／表１）
位置：Ｇ・Ｈ－５６

規模：（１．０８）×０．７８／０．７２×０．５２／０．３０（�）
確認・調査：調査範囲北東側の沢に面した段丘の縁に立地する。�層上面と側溝断面で黒色土が楕円
形に落ち込んでいるのを検出した。上部は近代以降の道路の造成により削平されており、さらに道路

側溝による撹乱を受ける。掘り込み面は、覆土の堆積状況および出土遺物から、�～�層中と考えら
れる。平面形は楕円形を呈する。坑底面はほぼ平坦であるが、中央部がやや低い。覆土は上部が自然

堆積で、下部が埋め戻されている。隣接するＰ－５と形状・規模が類似することから、ほぼ同時期に

構築されたと推測される。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：Ｐ－５と同時期と考えられることから、縄文時代中期前半～後期前葉の可能性がある。

（芝田）

Ｐ－５（図�－８・１５／表１・３・７／図版８）
位置：Ｇ・Ｈ－５６・５７

規模：１．１８×（０．８１）／０．９２×０．６８／０．４３（�）
確認・調査：調査範囲北東側の沢に面した段丘の縁に立地する。�層上面と側溝断面で黒色土が楕円
形に落ち込んでいるのを検出した。上部は近代以降の道路の造成により削平されており、さらに道路

側溝による撹乱を受ける。掘り込み面は、覆土の堆積状況および出土遺物から、�～�層中と考えら
れる。平面形は隅丸方形または楕円形を呈する。坑底面はほぼ平坦である。覆土は上部が自然堆積で、
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図�－８ Ｐ－５・６・７
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下部が埋め戻されている。隣接するＰ－４と形状・規模が類似することから、ほぼ同時期に構築され

たと推測される。

遺物出土状況：覆土中から�群ａ類・�群ａ類土器、礫が出土した。これらは包含層よりの流れ込み
と考えられる。

時期：出土遺物から、縄文時代中期前半～後期前葉の可能性がある。 （芝田）

掲載遺物：土器：１０は�群ａ類サイベ沢	式に相当するものである。折り返し口縁で LR原体による
斜行縄文である。内面はミガキがかけられている。 （奥山）

Ｐ－６（図�－８・１５～１７／表１・３・７・８／図版５・８・９）
位置：Ｈ・Ｉ－５７

規模：１．２４×１．１１／１．１３×１．１３／０．３７（�）
確認・調査：調査範囲北東側の沢に面した段丘の縁に立地する。�層上面で暗褐色～黒色土が同心円
状に落ち込んでいるのを検出した。掘り込み面は、覆土の堆積状況および出土遺物から、�層中と考
えられる。平面形は円形を呈する。掘り込みはやや急であるが、北西側の坑底部がオーバーハングす

る。坑底面は凹凸があり、南側が少し低い。覆土は上部が�・�層起源の自然堆積で、下部が埋め戻
されている。

遺物出土状況：坑底および覆土中から�群ａ類・�群ａ類土器、台石１点、たたき石１点、剥片８点、
礫１１点が出土した。これらは包含層よりの流れ込みと考えられる。

時期：出土遺物から、縄文時代中期前半～後期前葉の可能性がある。 （芝田）

掲載遺物 土器：１１は�群ａ類見晴町式に相当するものである。口縁に緩やかな山形隆起部をもつ。
LR原体による斜行縄文が施される。１２は�群ａ類榎林式に相当するものである。LR原体による斜
行縄文が施される。口縁下に縄線文が施される。１３は�群ａ類涌元式に相当するものである。無文地
に撚糸で網目状が施される。１４は�群ａ類トリサキ式に相当するものである。口縁部が緩い山形突起
をもつ。口端部に連続指頭押捺を施される。無文地に沈線で曲線・弧線文様がえがかれる。１５は�群
ａ類大津式に相当するものである。頸部が強く外傾する。器面に斜行縄文を施した後、沈線により曲

線、波状、弧状の文様をえがき、沈線以外の部分の縄文を磨り消している。 （奥山）

石器：６はたたき石である。扁平礫の断面が三角形を呈する比較的扁平な礫の側縁に使用痕がみられ

る。石質は砂岩である。７は台石である。石質は安山岩である。 （立川）

Ｐ－７（図�－８／表１）
位置：Ｇ・Ｈ－５７

規模：０．６０×０．５０／０．３７×０．２４／０．１２（�）
確認・調査：調査範囲北東側の沢に面した段丘の縁に立地する小型の土坑。�層上面で黒色土が楕円
形に落ち込んでいるのを検出した。上部は近代以降の道路の造成により削平されている。西側にＰ－

３が近接する。掘り込み面は、覆土の堆積状況および出土遺物から、�～�層中と考えられる。平面
形は東側がやや広がった、歪な楕円形を呈する。坑底面はほぼ平坦である。覆土は埋め戻されている。

遺物出土状況：覆土中から礫が出土した。包含層よりの流れ込みと考えられる。

時期：周辺の包含層の出土遺物から、縄文時代中期前半～後期前葉の可能性がある。 （柴田）
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Ｐ－８（図�－９／表１・３）
位置：Ｍ－４０

規模：（０．５８）／０．３２×０．５３／０．４７×０．２９（�）
確認・調査：遺構確認調査範囲東側の平坦部に位置する小型の土坑である。耕作土を除去したとこ

ろ、�層上面で黒色土の落ち込みを検出した。上部は耕作より削平されている。また、遺構南東側が
長いもの耕作トレンチにより土坑上部が掘削を受けている。平面形はほぼ楕円形を呈する。壁は急角

度で立ち上がる。坑底面はほぼ平坦である。掘り込み面は、覆土の堆積状況および出土遺物から、�
～�層中と考えられる。覆土は自然堆積である。
遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：周辺の出土遺物から、縄文時代中期前半～後期前葉の可能性がある。 （立川）

Ｐ－９（図�－９・１６・１７／表１・３・８／図版５・９）
位置：Ｌ－４４

規模：０．７４／０．６９×０．６５／０．５８×０．１５（�）
確認・調査：遺構確認調査範囲北東端の平坦部に位置する小型の土坑である。耕作土を除去したとこ

ろ、�層上面で黒褐色土の落ち込みを検出した。落ち込みの南側を半截したところ、坑底面から礫石
器と礫がまとまって出土した。平面形は南側がやや広がった、やや歪な円形を呈する。壁は急角度で

立ち上がる。坑底面はほぼ平坦である。覆土は埋め戻されている。掘り込み面は、覆土の堆積状況か

ら、�～�層中と考えられる。
遺物出土状況：覆土下位から２点の礫、坑底面から台石、砥石、礫等１０点の計１２点が出土した。これ

らの遺物はすべて坑底面に敷き詰めるような状態で出土している。

時期：周辺の出土遺物から、縄文時代中期前半～後期前葉の可能性がある。

掲載遺物石器：８～１０は台石である。いずれも破片である。石質は８・９が安山岩、１０が砂岩である。

このほかに砂岩性の砥石がある。板状のものであるが、風化が著しく、掲載できなかった。

（立川）

Ｐ－１０（図�－９／表１）
位置：Ｎ－４０

規模：（０．６０）／０．５９×（－）／（－）×０．１５（�）
確認・調査：遺構確認調査範囲東側の平坦部に位置する小型の土坑である。耕作土を除去したとこ

ろ、�層上面で黒色土が円形に落ち込んでいるのを検出した。上部は耕作より削平されている。また、
遺構南東側が長いもの耕作トレンチにより坑底面と壁面が掘削を受けている。平面形は円形を呈す

る。壁は急角度で立ち上がる。坑底面はほぼ平坦である。覆土は自然堆積である。掘り込み面は、覆

土の堆積状況から、�～�層中と考えられる。
遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：周辺の包含層の出土遺物から、縄文時代中期前半～後期前葉の可能性がある。 （立川）

Ｐ－１１（図�－４／表１）
位置：Ｎ５

規模：０．６３／０．３６×０．５２／０．３５×０．３４（�）
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確認・調査：調査範囲南西側のＨ－１の床面から検出された。Ｈ－１の地床炉（HF－１）を切って

構築されている。HF－１との切りあい関係からＨ－１より新しい時期と考えられる。平面形はほぼ

円形を呈する。壁は急角度で立ち上がる。坑底面はほぼ平坦である。掘り込み面は、覆土の堆積状況

から�層中と考えられる。
遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：周辺の遺物やＨ－１を切って構築されていることからから、縄文時代中期～後期と考えられ

る。 （奥山）

Ｐ－１２（図�－１０・１５／表１・３・７／図版８）
位置：Ｍ４４

規模：０．７８／０．５６×０．６８／０．４５×０．１２（�）
確認・調査：平面形は楕円形である。�層を除去した段階で、黒褐色土の落ち込みを確認した。半載
し、調査を行った。覆土は埋め戻しである。

坑底面はほぼ平坦である。壁は急角度でたちあがる。

遺物出土状況：覆土から�群ａ類土器がまとまって出土した。覆土から、剥片１点が出土している。
時期：出土した�群ａ類土器からみて縄文時代後期前半と考えられる。 （佐藤）

掲載遺物：土器：１６は�群ａ類大津式に相当する底部だと考えられる。下の方はミガキがかけられて
いる。 （奥山）

Ｐ－１３（図�－１０／表１・３）
位置：Ｊ－９・１０

規模：２．００／１．７５×（０．６５）／（０．５５）×０．６０（�）
確認・調査：調査範囲西側の平坦部に位置する。包含層調査中黒色土の落ち込みを検出した。北西側

は包含層調査によって削平されている。平面形は残存部からみてほぼ楕円形を呈すると考えられる。

壁は緩やかに立ち上がる。坑底面はほぼ平坦である。掘り込み面は、覆土の堆積状況から、�～�層
中と考えられる。覆土は自然堆積である。

遺物出土状況：覆土中から�群ａ類土器２点、礫２点出土している。いずれも覆土中からの出土であ
る。

時期：出土遺物および周辺の遺物出土状況からみて、縄文時代中期の可能性がある。 （奥山）

Ｐ－１４（図�－６・１０・１７／表１・３・８／図版９）
位置：Ｍ・Ｎ－４５

規模：０．５９／０．４０×０．５７／０．３９×０．２８（�）
確認・調査：平面形は円形である。Ｈ－３住居跡の調査中に黒褐色土の落ち込みを確認した。

抗底面はほぼ平坦である。壁は急角度で立ち上がる。Ｈ－３の覆土中に構築されている。

遺物出土状況：覆土中からスクレイパー１点が出土している。

時期：周辺の遺構・遺物からみて、縄文時代中期後半と考えられる。 （佐藤）

掲載遺物 石器：１１はスクレイパーである。縦長で側縁部に刃部が設けられているものである。器表

面の下部に礫表皮が残る。石質は頁岩である。 （立川）
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Ｐ－１５（図�－６・１１・１７／表１・３・８／図版９）
位置：Ｍ・Ｎ－４５

規模：１．０３／０．８８×０．９４／０．７７×０．１９（�）
確認・調査：平面形は丸みを帯びた方形である。Ｈ－３住居跡の調査中に黒褐色土の落ち込みを確認

した。抗底面はやや凹凸があり、中央部が低くなる。壁は急角度で立ち上がる。Ｈ－３の覆土中に構

築されている。

遺物出土状況：覆土中からスクレイパー１点が出土している。

時期：周辺の遺構・遺物からみて、縄文時代中期後半と考えられる。 （佐藤）

掲載遺物 石器：１２はスクレイパーである。横長で側縁部に刃部が設けられているものである。石質

は頁岩である。 （立川）

Ｐ－１６（図�－６・１１／表１）
位置：Ｌ４５

規模：０．４４／０．２２×０．３９／０．２１×０．１４（�）
確認・調査：平面形は円形である。�層の調査中に黒褐色土の落ち込みを確認した。西側はＨ－３の
覆土を掘り込んでいる。

坑底と壁の境が不明瞭で、断面形は椀状になる。

遺物出土状況：遺物は、出土していない。

時期：周辺の遺構・遺物からみて、縄文時代中期後半と考えられる。 （佐藤）

Ｐ－１７（図�－１１・１５／表１・３・７／図版６・８）
位置：Ｎ－５０・５１

規模：１．４３／１．２９×１．２８／１．１２×０．５６（�）
確認・調査：調査範囲北東側の沢に落ち込む斜面に位置する。包含層調査中、�層上面で黒褐色土が
楕円形に落ち込んでいるのを検出した。北側にＰ－１８が近接する。掘り込み面は、覆土の堆積状況か

ら、�～�層中と考えられる。平面形は北側がやや広がった、歪な楕円形を呈する。壁は坑底から急
角度で立ち上がるが、西側は緩やかに立ち上がる。坑底面はほぼ平坦である。覆土は、斜面上部から

の流れ込みによる自然堆積である。

遺物出土状況：覆土中から１１７点、坑底から１５点の土器破片が出土している。比較的遺構内全面から

出土している。時期はすべて�ａに属するものである。石器等は出土していない。
時期：出土遺物から、縄文時代後期前葉と考えられる。 （立川）

掲載遺物 土器：１７・１８は�群ａ類天祐寺式に相当するものである。胎土が類似し同一個体土器とみ
られる。折り返し口縁で無文になる。ＲＬ原体による斜行縄文が施される。土器の内面はミガキがか

けられている。 （奥山）

Ｐ－１８（図�－１２／表１・３／図版６）
位置：Ｎ－５１

規模：１．６６／１．４１×０．８１／０．６６×１．１１（�）
確認・調査：調査範囲北東側の沢に落ち込む斜面に位置する。包含層調査中、�層上面で黒色土が楕
円形に落ち込んでいるのを検出した。南側にＰ－１７が近接する。掘り込み面は、覆土の堆積状況から、
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�～�層中と考えられる。平面形は南東側がやや広がった、歪な楕円形を呈する。壁は坑底から急角
度で立ち上がるが、壁中位から上部は崩落により緩やかに立ち上がる。坑底面はほぼ平坦である。覆

土は自然堆積である。

遺物出土状況：覆土中から礫が１点出土している。包含層からの流れ込みと考えられる。

時期：周辺の出土遺物から、縄文時代中期前半～後期前葉の可能性がある。 （立川）

図�－１２ Ｐ－１８・１９
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Ｐ－１９（図�－１２・１７／表１・３・８／図版９）
位置：Ｍ５６

規模：１．３０／１．１５×１．２０／１．００×０．２０（�）
確認・調査：調査範囲北側の平坦部、土器集中（Po－１）とＦ－６の下に位置する。Po－１とＦ－

６の調査終了後、�層上面に黒褐色土の円形の落ち込みを確認した。半裁して土層確認を行ったとこ
ろ、壁の立ち上がりと平坦な坑底面を確認した。壁はほぼ垂直に立ち上がる。平面形は円形を呈する。

掘り込み面は、覆土の堆積状況および出土遺物から、�～�層中と考えられる。覆土は自然堆積であ
る。また、Po－１とＦ－６の検出上位置からみて、Ｐ－１９にともなうものの可能性もある。

遺物出土状況：覆土中から�群ａ類土器６点、扁平打製石器１点、礫８点、石核１点、フレイク１点
出土している。いずれも覆土からの出土である。

時期：出土遺物および Po－１の出土状況からみて、縄文時代中期～後期の可能性がある。

石器：１４は扁平打製石器である。扁平な礫を方形に打ち欠き作成している。石質は凝灰岩である。

は石核（残核）である。石質は頁岩である。 （立川）

４．Ｔピット

TP－１（図�－１３／表１／図版７）
位置：Ｈ・Ｉ－３４

規模：２．６０／０．１８×２．６８／０．０８×０．６８（�）
確認・調査：遺構確認調査範囲の南西端の平坦部に位置する。耕作土を除去したところ、�層上面で
黒色土が溝状に落ち込んでいるのを検出した。平面形は溝状を呈する。壁はほぼ垂直に立ち上がるが、

土坑中央部から南側で壁の崩落が見られる。坑底面はほぼ平坦であるが、中央部がやや盛り上がる。

覆土は自然堆積である。掘り込み面は、覆土の堆積状況および土坑周辺の出土遺物から、�～�層中
と考えられる。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：周辺の出土遺物から縄文時代中期前半～後期前葉の可能性がある。 （立川）

TP－２（図�－１３／表１／図版７）
位置：Ｈ・Ｉ－４０・４１

規模：２．２７／０．４２×２．３５／０．２２×０．９２（�）
確認・調査：遺構確認調査範囲の中央部やや西側の平坦部に位置する。耕作土を除去したところ、�
層上面で黒色土が溝状に落ち込んでいるのを検出した。平面形は溝状を呈する。壁はほぼ垂直に立ち

上がるが、土坑上部で壁の崩落が見られる。坑底面はほぼ平坦であるが、北西側から南東側へ緩やか

に傾斜している。覆土は自然堆積である。掘り込み面は、覆土の堆積状況および土坑周辺の出土遺物

から、�～�層中と考えられる。
遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：周辺の出土遺物から縄文時代中期前半～後期前葉の可能性がある。 （立川）

３．土 坑・４．Ｔピット
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図�－１３ TP－１・２

� 遺構と遺構出土の遺物
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５．焼 土

Ｆ－１（図�－１４／表１）
位置：Ｌ・Ｍ－４３

規模：０．２７×０．１２×０．０１（�）
確認・調査：包含層調査中に�層下位で赤褐色の焼土粒の混じる暗褐色土の広がりを検出した。焼土
下位に比熱層が見られることから地床炉と考えられる。焼土中から炭化物がわずかに出土している。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：焼土中から出土した炭化物の炭素年代測定を行った結果から、縄文時代後期前葉の可能性があ

る。 （立川）

Ｆ－２（図�－１４／表１）
位置：Ｊ８

規模：０．２７×０．１６×０．０４（�）
確認・調査：�層の調査中に赤褐色土のひろがりを確認した。断面形はレンズ状である。
遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：周辺の遺構・遺物からみて、縄文時代中期後半と考えられる。 （佐藤）

Ｆ－３（図�－１４／表１）
位置：Ｍ８

規模：０．６６×０．２２×０．０８（�）
確認・調査：�層の調査中に赤褐色土のひろがりを確認した。断面形はレンズ状である。
遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：周辺の遺構・遺物からみて、縄文時代中期後半と考えられる。 （佐藤）

Ｆ－４（図�－１４／表１）
位置：Ｍ４

規模：０．８０×０．６４×０．０５（�）
確認・調査：�層を掘り下げた段階で、Ｈ－１住居跡の覆土中に赤褐色土のひろがりを確認した。断
面形はレンズ状である。

遺物出土状況：遺物は出土していない。

時期：周辺の遺構・遺物からみて、縄文時代中期後半と考えられる。 （佐藤）

Ｆ－５（図�－１４／表１・４）
位置：Ｍ４５

規模：０．９８×０．８０×０．１１（�）
確認・調査：�層を掘り下げた段階で、Ｈ－４住居跡の覆土中に赤褐色・褐色土のひろがりを確認し
た。断面形はレンズ状である。焼成が漸移的でないことから他所からの廃棄と考えられる。

遺物出土状況：焼土中から頁岩製の剥片が１点出土している。

時期：周辺の遺構・遺物からみて、縄文時代中期後半と考えられる。 （佐藤）

５．焼 土
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Ｆ－６（図�－１４／表１・４）
位置：Ｍ５６

規模：０．５５×０．３５×０．１７�
確認・調査：調査範囲北側の Po－１の横に赤褐色の焼土粒の混じる暗褐色土の広がりを検出した。

半裁し土層確認を行ったところ、焼土下位に比熱層がみられることから地床炉と考えられる。検出位

置がＰ－１１の覆土上位に位置することから、Ｐ－１１に伴うものと考えられる。

出土遺物状況：�群ａ類の土器が１点出土した。
時期：出土遺物から、縄文時代中期前半あるいは、Po－１の時期から同中期後半の可能性がある。

（奥山）

６．土器集中

Po－１（図�－１５／表６・７／図版８）
位置：Ｍ５６

規模：０．３０×０．３０（�）
確認・調査：調査範囲北側の平坦部に位置する。包含層調査中、�層上面に土器がまとまって検出し
た。比較的小さな土器片が狭い範囲にまとまって確認された。１個体の土器がつぶれたものとみられ

る。検出位置がＰ－１１の覆土上位に位置することから、Ｐ－１１に伴うものと考えられる。

出土遺物状況：�群ａ類の土器３点、�群ｂ類の土器３４点出土した。
時期：出土遺物から、縄文時代中期後半の可能性がある。

掲載遺物 土器：１９は�群ｂ類榎林式に相当するものである。LR原体による斜行縄文が施される。
底部はミガキがかけられている。 （奥山）

７．礫 集 中

Ｓ－１（図�－１４／表１・５）
位置：Ｍ－４５

確認・調査：Ｈ－４住居跡の調査中に礫のまとまりを確認した。 Ｆ－５と重複しており、Ｆ－５が

新しい。

遺物出土状況：礫２６点が出土している。

時期：周辺の遺構・遺物からみて、縄文時代中期後半と考えられる。 （佐藤）

Ｓ－２（図�－１４／表１・５）
位置：Ｍ・Ｎ－４５

確認・調査：Ｈ－４住居跡の調査中に礫のまとまりを確認した。

遺物出土状況：剥片２点と礫４２点が出土している。

時期：出土した遺物からみて、縄文時代中期前半と考えられる。 （佐藤）

� 遺構と遺構出土の遺物
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７．礫集中

図�－１４ Ｆ－１・２・３・４・５・６、礫集中１・２
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図�－１５ 遺構出土の土器

� 遺構と遺構出土の遺物
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７．礫集中

図�－１６ 遺構出土の石器（１）

４０



図�－１７ 遺構出土の石器（２）

� 遺構と遺構出土の遺物
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� 包含層出土の遺物

１ 概 要

遺物は、土器２３，６２５点、石器等５，６２４点の合計２９，２４９点が出土した。土器は縄文時代前期後半、同

中期前半・後半、同後期前葉・中葉、同晩期前葉・中葉のものが出土している。特に縄文時代中期前

半・中期後半、同後期前葉の土器が多く出土している。石器等は剥片がほとんどを占める。定型的な

石器では、たたき石、すり石、スクレイパーが多くみられる。（図�－１－１・２） （立川）

２ 土 器

�群ａ類土器（図�－１～６・１３／表９－１・２／図版１０～１５）
円筒土器上層ａ式に相当するもの（９～１１）

９は頸部に４本の縄線が施されるもの。１０・１１は口縁部に弁状突起部をもち、貼付帯が施されるも

の。１０は頸部に鋸歯状の縄線が施され、貼付帯にボタン状の貼り付けをもつ。１１は貼付帯の間に刺突

文が施される。

円筒土器上層ｂ式に相当するもの（１・１２～１４）

１は口縁部の４か所に縦の貼付帯を施し、体部との境は１条の貼付帯で区画される。口縁部の文様

帯には縄線と半裁竹管状工具による刺突文があり、体部には結束羽状縄文が施される。１２・１３は頸部

に縄線と馬蹄形圧痕文が施される。１４は頸部に縄線と半裁竹管状工具による刺突文が施される。

サイベ沢�式・見晴町式に相当するもの（２～７・１５～３８）
２は小形の鉢形土器。口唇に縄による刻み目がつく。斜行縄文の地に沈線文が施される。底部はヘ

ラ削りされる。３は口唇に縄による刻み目が施される。突起部には１対のドーナツ状の貼付文がつく。

体部には結束羽状縄文に重ねて半裁竹管状工具による沈線文が施されている。沈線文と地文地の境に

貼瘤がつく。底部は磨かれている。４は突起部の貼瘤に円孔が施されている。地文は結節のある斜行

縄文である。５は小形の鉢である。口縁部に４か所の突起をもつ。突起の下には貼付文がつく。地文

は単節の斜行縄文である。６は３か所に突起部をもつ。口唇・底部・内面は磨かれている。体部には

斜行縄文が施されている。７は口唇断面が切り出し形で、縄による刻み目が施される。体部には結束

第２種羽状縄文が施される。底部はヘラ削りされる。

１５～１７は細い貼付文がつくもの。１５は突起部に貼付文がつき、その下に沈線が施される。１６は突起

部の頂部が窪む。突起部に２本の貼付文がつく。口縁部には斜位・波形の沈線文が施される。１７は突

起部に貼付文がつく。地文は結束羽状縄文である。

１８～２３は縄文地に沈線のみで文様が施されるもの。１８・２０・２１は突起部が肥厚する。１９は突起部を

除く口縁部に沈線文が施される。体部には結束の斜行縄文が施される。２２は横位・斜位の沈線文が施

される。２３は３条の沈線文が施される。体部に斜行縄文がつけられている。

２４・２５・３０は突起部に円孔文が施されるもの。２４は４と同一個体とみられる。

２６～３３は縄文のみが施されているもので、３３を除き口唇に縄による刻み目がつく。２６・２７・３０は口

縁部に突起部がつく。２６の頂部は窪んでいる。２６・２８・３０は結束羽状縄文が施される。

２７・２９・３１は結節のある斜行縄文が施される。３２・３３は斜行縄文が施される。

１ 概 要・２ 土 器
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３３～３８は底部。３３・３６・３７は張り出す。３５の底面に木葉痕がつく。３５～３８の底面には笹葉痕がつく。

�群ｂ類土器（図�－６・１４／表９－２／図版１５）
�群ｂ－１類（３９～４３）
３９・４０は肥厚する口縁部に沈線が施文され、山形隆起部に円形文が施される。地の単節の斜行縄文

に重ねて、沈線で文様が施される。４１は山形隆起部をもつもの。４２は口唇に縄文が施されるもの。４３

は上半部が欠失する。底部はやや上底気味になる。いずれも地文は単節の斜行縄文である。

�群ｂ－２類（４４）
４４は頸部がくびれる大形の深鉢形土器である。口縁部に小さな山形隆起部をもち、頂部が凹む。地

文は節の大きい原体が不規則な方向に粗く施されている。原体の撚りが緩む部分がみられる。

（佐藤）

�群ａ類（図�－２・７～１０・１４／表９－３／図版１１・１３・１５～１７）
縄文時代後期のもの（８）

８は LRに原体による斜行縄文が施される。口縁・頸部に沈線がえがかれている。底部・内側が磨

かれている。

涌元式に相当するもの（４５～５１）

撚糸文が施されるもの（４５～４８）

４５は縦走する撚糸文。４６・４８は網目状撚糸文である。４６・４７の口縁部は折り返されており、波状に

なる。４７は撚糸を縦・斜位に圧痕したもの。４８は口縁下に２本の沈線がえがかれる。

沈線が施されるもの（４９・５０）

４９は沈線で網目状が施されている。５０は口唇に刻目がつく。無文地に格子状の沈線文が施される。

縄文地に沈線が施されるもの（５１）

５１は RL原体による斜行縄文が施される。頸部に２本の沈線を引き、胴部に沈線で曲線的な文様が

えがかれる。

トリサキ式（十腰内�式含む）に相当するもの（５２～７２）
縄文地に沈線が施されているもの（５２・５３）

５２は地文が RL原体による斜行縄文で、沈線は蛇行線文を連続させているとみられる。５３は波状の

折り返し口縁で２本の沈線がえがかれている。地文は単節の斜行縄文である。

無文地に貼り付け・沈線が施されているもの（５４）

５４は折り返し口縁で無文地の波頂部に８の字状貼付文をもつ。

無文地に沈線が施されているもの（５５～６５）

５５・５６・５９は口縁に緩やかな山形隆起部をもつ。５５・５９は口縁を折り返している。５５・６２は沈線は

不規則な曲線・渦文がえがかれている。５６は沈線で蛇行文様がえがかれている。５６は太い沈線が施さ

れている。５８は緩やかに波打つ口縁をもつ。口縁には沈線で曲線がえがかれ、体部には沈線が斜めに

えがかれている。５９は口縁に円形がえがかれ、その円形から斜行する平行の沈線がえがかれている。

６０は肩部から急に内傾する。口縁部には棒状工具による円形の刺突文がつく。これを挟んで横位の沈

線を２条の弧線でつなぐ沈線文が施される。

６１は器壁が厚い。口縁部の一部が凹んでいる。沈線で蛇行線文がえがかれる。６３は口縁に山形突起

をもつ。突起の下に縦位の沈線が施され、左右には斜位の沈線がつく。６４・６５は同一個体とみられる

土器である。胎土が類似し、両方とも器壁が厚い。沈線で蛇行文、渦巻文のもつものである。

� 包含層出土の遺物
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沈線と撚糸文が施されているもの（６６）

６６は沈線で不規則な曲線がえがかれ、その下には網目状撚糸文が施される。

無文のもの（６７）

６７は体部にケズリの調整痕がみられる。

底部（６８～７０）

６８は RL原体による斜行縄文が施される。６９・７０は無文地の底部。７０は内外面のミガキ調整痕が明

瞭である。砂粒を多く含む。

十腰内�ａ式に相当するもの（７１ａ・７１ｂ・７２）
７１ａ・７２は３本一組の沈線を用いて蛇行文をえがいたものである。７１ａ・ｂは同一個体の土器であ

る。７１ａは赤色顔料が一部付着している。

大津式に相当するもの（７３～７９）

縄文地に沈線によって文様が施されるもの（７３・７４）

７３は口縁部が欠失している。体部は緩く内湾する。７４は頸部が強く外傾する。いずれも、磨り消し

が不十分で、地の縄文が部分的に残されている。内面にはケズリがみられる。

無文地に沈線が施されるもの（７５～７７）

７５は口縁下に２本の横走沈線に連結弧線文が施され、胴部は無文になる。砂粒が多く含まれる。７６

は櫛歯状施文具によりえがかれた文様を、太い沈線で縁取るもの。外面が磨かれている。７７は口縁下

にクランク状（鍵状）文が連続する。

無文のもの（７８）

胴部から口縁部に向かってほぼ垂直に立ち上がる。外面にはケズリがみられる。

底部（７９）

無文地の底部である。

白坂３式に相当するもの（８０～８６）

８０～８６は多重沈線による鋸歯状文・弧線文などが密に施される。口縁部は緩い波状で口唇断面は角

形で縄文が施されている。８１～８４は頸部のくびれ部に幅の狭い無文帯を有する。８０は胴部にクランク

状（鍵状）文が連続する。８２・８４は補修孔を持つ。８２・８３は口縁下に横走沈線がえがかれる。８６の外

面は無文地、内面に LR原体で斜行縄文を施した後、半円状の多重弧状沈線文を重ねたもの。上部は

磨り消されている。８０～８３は LR原体による斜行縄文が施される。８４・８５は RL原体による斜行縄文

が施される。

�群ｂ類（図�－１０・１５／表９－４／図版１７）
縄文時代後期のもの（８７・８８）

ウサクマイＣ式に相当するもの（８７・８８）

８７・８８は緩い波状口縁である。口唇断面が角形で、縄文が施されている。RL原体による斜行縄文

が施される。８８は口縁に横走沈線が施される。

�群（図�－１０・１５／表９－５／図版２３）
縄文時代晩期のもの（８９）

口縁部と考えられる。一部赤色顔料が付着している。

２ 土 器
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図�－１ 包含層出土の土器（１）
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２ 土 器

図�－２ 包含層出土の土器（２）
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図�－３ 包含層出土の土器（３）

� 包含層出土の遺物
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２ 土 器

図�－４ 包含層出土の土器（４）
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図�－５ 包含層出土の土器（５）

� 包含層出土の遺物
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２ 土 器

図�－６ 包含層出土の土器（６）
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図�－７ 包含層出土の土器（７）

� 包含層出土の遺物
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２ 土 器

図�－８ 包含層出土の土器（８）
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図�－９ 包含層出土の土器（９）

� 包含層出土の遺物
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２ 土 器

図�－１０ 包含層出土の土器（１０）・土製品
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図�－１１ 包含層遺物分布図（１）
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土製品（図�－１０・１５／表９－５／図版２３）
９０・９１は鐸形土製品である。９２はミニチュア土器。手づくねである。 （奥山）

２ 土 器

図�－１２ 包含層遺物分布図（２）
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図�－１３ 包含層遺物分布図（３）
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２ 土 器

図�－１４ 包含層遺物分布図（４）
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図�－１５ 包含層遺物分布図（５）
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２ 土 器

図�－１６ 包含層遺物分布図（６）
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図�－１７ 包含層遺物分布図（７）

� 包含層出土の遺物
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２ 土 器

図�－１８ 包含層遺物分布図（８）
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図�－１９ 包含層遺物分布図（９）

� 包含層出土の遺物
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３ 石 器 等

包含層からは剥片石器２６３点、礫石器５８９点、剥片１，６２９点、礫・礫片２，９６０点、石製品５点の合計５，４４８

点が出土した。この中から定型的なものを中心に、９４点を抽出し掲載した。石器に使用される石材は、

剥片石器は頁岩が大部分を占め、ほかに珪岩、黒曜石がわずかに認められる。礫石器では、器種ごと

に使用される石材の傾向がみられる。石斧は泥岩・片岩、すり石は砂岩・凝灰岩・安山岩、たたき石

は砂岩・安山岩、砥石は砂岩が主体となる。分類別では石鏃（４．０％）、スクレイパー（１５．７％）、石

斧（３．５％）、たたき石（３５．６％）、すり石（１６．２％）、台石・石皿（８．４％）、砥石（３．４％）が多く出

土している（（）内は石器類の中の占有率）。特徴的なのはたたき石、すり石、スクレイパーの出土が

多くみられる。

礫・礫片を除く石器類の出土分布は、Ｂ地区を除くＡ・Ｃ地区の全域から出土している。特にＣ地

区にあるさわの両岸に多く分布する。調査区中央に位置するＢ地区は、無遺物層に相当するローム層

まで耕作を受けており、遺物の出土はみられなかった。（図�－１２）

石鏃（図�－１６・２０－１～１９／表１０／図版１８）
石鏃は３５点出土している。分布は３５点中３１点がＣ地区の沢の北側から出土している。分布は三角形

のものが縄文時代前期後半（�群ｂ類）、有茎のものが同中期前半（�群ａ類）・後半（�群ｂ類）、
同後期前葉（	群ａ類）と分布が重なる。使用される石材は、頁岩が主体でわずかに黒曜石がみられ
る。

１は三角形で、平基のものである。２～６は木の葉形・菱形のものである。２は棒状に近い形状で、

粗い加工のものである。３は薄く作られている。６は尖頭部と基部がわずかに欠損している。７～１９

は有茎のものである。７・１８は尖頭部、９・１３～１５は尖頭部と基部、１９は基部が欠損している。１０は

基部にアスファルトが付着している。１８は被熱により基部が膨張している。石材は２・１７～１９は黒曜

石、残りはすべて頁岩である。

石槍・ナイフ（図�－１６・２０－２０～２３／表１０／図版１８）
石槍・ナイフは１４点出土している。分布はＣ地区の沢の北側に多くみられる。縄文時代中期前半

（�群ａ類）・後半（�群ｂ類）、同後期前葉（	群ａ類）と分布が重なる。石材は頁岩が圧倒的に
多いが、わずかであるが黒曜石もみられる。

２０は有茎のものである。２１～２３は茎部と身部との境が不明瞭なものである。２１は菱形、２２・２３は木

の葉形のものである。いずれも最大幅が身部の中位にある。２２・２３に光沢面がみられる。２３・２４は加

工が粗い。石材は２０・２１が黒曜石、２３・２４が頁岩である。

石錐（図�－１６・２０－２４・２５／表１０／図版１８）
石錐は４点出土している。すべて剥片の一部に刺突部を作出したものである。分布はＣ地区の沢の

北側に集中している。使用される石材は、頁岩である。

２４・２５はともに剥片の一部に刺突部を作出したものである。２４は周縁に粗い加工がみられる。２４に

光沢面がみられる。石材は、２４・２５ともに頁岩である。

つまみ付ナイフ（図�－１６・２０－２６～３１／表１０／図版１８）
つまみ付ナイフは７点出土している。すべて縦長の剥片を使用したもので、下端部は曲線状の刃部

が設けられるものが多い。分布はＢ地区を除くＡ・Ｃ地区から出土している。使用される石材は、頁

岩が主体である。

３ 石器等
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２６は、表面の周縁全体と裏面右側縁下部に刃部がみられる。２７は、表面の右側縁の一部を除く周縁

と裏面右側縁下部に刃部がみられる。２８は、表面の右側縁の一部を除く周縁と裏面左側縁に刃部がみ

られる。２８は器面全体が被熱している。２９～３１は表面前面に二次加工が施されている。石材は、すべ

て頁岩である。

スクレイパー（図�－１７・２１－３２～４０、２２－４１～４３／表１０／図版１８・１９）
スクレイパーは１３２点出土している。石器類の中では、たたき石（３０４点）、すり石（１３９）に次いで

出土数が多い。素材となる剥片の側縁や一部に急角度の刃部が設けられるものが多い。分布はＢ地区

を除くＡ・Ｃ地区から出土している。特にＣ地区の沢の北側に多くみられる。使用される石材は、頁

岩が大部分を占め、珪岩・メノウ質頁岩がみられる。

３２～４１は表面の一側縁に直線や外湾する刃部を作出したものである。３２～３５・３８・４０は裏面の側縁

にも刃部がみられる。４２は側縁を加工して円形の刃部を作出したものである。４３は表面前面と裏面の

下端部に刃部がみられる。下端部の刃部に潰れがみられることから、石錐として使用された可能性が

ある。３４・３６・３９～４１には光沢面がみられる。石材は、すべて頁岩である。

両面調整石器（図�－２２－４４／表１０／図版１９）
両面石器は１点だけの出土である。欠損品で残存部位から楕円形を呈すると思われる。表面に礫表

皮を残す。ナイフの欠損品と思われる。石材は頁岩である。

石斧（図�－１７・２２－４５～５１／表１０／図版１９）
石斧は３０点出土している。破片が大半である。分布はＡ・Ｃ地区から出土している。特にＣ地区の

沢の北側に多くみられる。石材は、泥岩・片岩が主体である。

４５～５０は、扁平な素材から擦り切り手法によって切り取られたものを使用している。擦り切りは表

・裏面の両方から行われ、厚みが１５～２０
になったところで折り取られ、石斧の素材として使用され
ている。５１は棒状礫を研磨と敲打により整形し、研磨により刃部を作出しているものである。石材は、

４５・４７・５１が片岩、４６・４８～５０が泥岩である。

たたき石（図�－１７・２３－５２～５８、２４－５９／表１０／図版２０）
たたき石は３０４点出土している。石器類の中では最も出土数が多い。扁平礫・楕円礫・棒状礫の端

部や側縁部にたたき痕があるものが多い。使用される石材は、砂岩・安山岩・凝灰岩などである。分

布はＣ地区の沢の北側に多くみられる。縄文時代中期前半（�群ａ類）・後半（�群ｂ類）、同後期
前葉（	群ａ類）と分布が重なる。
５２は楕円礫の一端に、５３・５４は棒状礫の両端にたたき痕がみられるものである。５５・５６は扁平礫の

側縁にたたき痕がみられるものである。５７は腹背面と側縁に、５８・５９は腹背面にたたき痕がみられる。

くぼみ石と呼ばれるものである。石材は、すべて砂岩である。

すり石（図�－１８・６０～６５、図�－２５－６６～７０、図�－２６－７１～７６、図�２７－７７／表１０／図版２０・２１）
６４～７０は扁平礫を打ち欠いて半円状もしくは長方形に整形し、弦を擦っている。扁平打製石器と呼

ばれるものである。１００点が出土している。すり石の中では最も出土数が多い。使用あれる石材は、

凝灰岩・安山岩・砂岩が多い。

６４・６５は素材の形状をほとんど変えず、弦の部分を作出したものである。６６は扁平礫を使用し、弦

の作出のほかに長軸方向の両端に打ち欠きによる抉りがみられるものである。６７～７０は、素材を半円

状もしくは長方形に全体を打ち欠きにより整形し、弦を擦ったものである。石材は、６０～６３・６７が砂

岩、６４～６６・６９が凝灰岩、６８が安山岩である。

７１～７７は北海道式石冠と呼ばれるものである。２６点が出土している。石材は安山岩が主体で、ほか
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に砂岩・凝灰岩がみられる。７１～７７はいずれも中央部に擦り面と並行する溝状の把握部がみられるも

のである。敲打により把握部の作出、器形の整形を行っている。７５・７６は、上部の長軸方向の周縁に

敲打により浅い溝が作出されている。７７は、上部の短軸方向の周縁に、把握部の溝と直交するように

敲打により浅い溝が作出されている。石材は、７１～７４・７７が安山岩、７５・７６が砂岩である。

台石・石皿（図�－１９・２７－７８・７９／表１０／図版２２）
台石・石皿は７２点出土している。自然礫あるいは板状礫の形状を変えることなく平坦面を擦り面と

して利用したものである。石材は安山岩・砂岩である。

７７・７８は、板状の素材を大きく形状を変えることなく使用したものである。側面・裏面には自然面

がみられる。７８は、残存部分から使用面が皿状にくぼむと思われる。石材は、７７・７８ともに安山岩で

ある。

砥石（図�－１９・２８－８０～８３／表１０／図版２２）
砥石は３０点出土している。完形品は無くすべて破片である。石材は、砂岩が主体でわずかに安山岩

がみられる。８０は厚さ３�ほど、８１～８３は厚さ５�前後の板状の素材を使用している。８０・８３は表面、
８１・８２は表裏面に擦り跡がみられる。石材は、いずれも砂岩である。

石錘（図�－１９・２８－８４・８５、図�－２９－８６／表１０／図版２２）
石錘は３点出土している。いずれも長軸方向の両端に打ち欠きがあるものである。石材は、安山岩

と砂岩が使用されている。

８４～８６はいずれも長軸方向の両端に打ち欠きがみられる。８４は石錘としたが、短軸方向の下部にも

打ち欠きがあり、弦を作出している可能性がある。さらに弦部分に擦り跡がみられることから、扁平

打製石器の可能性がある。石材は８４が安山岩、８５・８６は砂岩である。

石核（図�－２９－８７～８９／表１０／図版２２）
石核は１６点出土した。石材は頁岩が大部分を占め、ほかに珪岩、メノウ質頁岩がわずかにみられる。

使用される石材の大きさは、直径５～１５�ほどの円形もしくは楕円形の転礫が利用されている。
８８・８９は、ともに１０�ほどの転礫が使用されている。いずれも礫表皮面が残る。石材は８７・８８が頁
岩、８９がメノウ質頁岩である。

石製品（図�－１９・３０－９０～９４／表１０／図版２３）
石製品は５点出土した。

９０は異形石器である。剥片を利用し、上部につまみのような突起部を作出している。周縁は粗い加

工が施されている。石材は、黒曜石である。９１は楕円形を呈する石製品である。厚さ１�ほどの板状
の素材を粗い打ち欠きにより整形している。表・裏面にも粗い打ち欠きによる加工がみられる。石材

は、砂岩である。９２は欠損品であるが、残存部位から楕円形を呈する石製品と思われる。表・裏面、

側縁を研磨により整形している。さらに側縁には断面がＵ字型の細い溝がめぐるように施されてい

る。石材は、軽石である。９３・９４はいずれも破片である。９３は、残存部位から楕円形を呈する石製品

と思われる。表・裏面、側縁を粗い打ち欠きによる整形がみられる。石材は、軽石である。９４は、表

面に断面がＵ字型の細い溝が施されている。石材は、安山岩である。

剥片

剥片は１，６２９点出土している。調査区の全域から出土している。ほかの石器類と同様、Ｃ地区の沢

の北側に多くみられる。石材は圧倒的に頁岩が占め、わずかに黒曜石・珪岩・メノウ質頁岩

などがみられる。
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図�－２０ 包含層出土の石器（１）
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３ 石器等

図�－２１ 包含層出土の石器（２）
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図�－２２ 包含層出土の石器（３）

� 包含層出土の遺物
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３ 石器等

図�－２３ 包含層出土の石器（４）
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図�－２４ 包含層出土の石器（５）

� 包含層出土の遺物

７１



３ 石器等

図�－２５ 包含層出土の石器（６）
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図�－２６ 包含層出土の石器（７）

� 包含層出土の遺物
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３ 石器等

図�－２７ 包含層出土の石器（８）
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図�－２８ 包含層出土の石器（９）

� 包含層出土の遺物
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３ 石器等

図�－２９ 包含層出土の石器（１０）
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礫・礫片

礫・礫片は２８，８７５点出土している。調査区の全域から出土している。特にＣ地区の沢の北側に多く

みられる。これは沢に向かう斜面中に礫層が露出しているためである。石材は凝灰岩・砂岩・安山岩

が占めている。礫石器の石材に利用されている可能性がある。 （立川）

図�－３０ 包含層出土の土・石製品

� 包含層出土の遺物
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� 自然科学的分析

当別川左岸遺跡における放射性炭素年代（ＡＭＳ測定）

（株）加速器分析研究所

１ 測定対象試料

当別川左岸遺跡は、北海道北斗市当別５５２・５５３に所在する。測定対象試料は、Ｈ－２ HF－１焼

土中出土木炭（１：IAAA－１２３２７５）、Ｆ－１焼土中出土木炭（２：IAAA－１２３２７６）の合計２点であ

る（表１）。調査現場では土壌サンプルとして焼土が採取され、後に未洗浄、未選別の焼土の中から

木炭が直接採取された。

試料１は住居跡床面の焼土から、試料２は遺物包含層中で検出された焼土から出土した。

２ 測定の意義

試料が出土した住居跡、焼土の時期を特定する。

３ 化学処理工程

� メス・ピンセットを使い、根・土等の付着物を取り除く。

� 酸－アルカリ－酸（AAA：Acid Alkali Acid）処理により不純物を化学的に取り除く。その後、

超純水で中性になるまで希釈し、乾燥させる。AAA処理における酸処理では、通常１mol／�
（１Ｍ）の塩酸（HCl）を用いる。アルカリ処理では水酸化ナトリウム（NaOH）水溶液を用い、

０．００１Ｍから１Ｍまで徐々に濃度を上げながら処理を行う。アルカリ濃度が１Ｍに達した時には

「AAA」、１Ｍ未満の場合は「AaA」と表１に記載する。

� 試料を燃焼させ、二酸化炭素（CO２）を発生させる。

� 真空ラインで二酸化炭素を精製する。

� 精製した二酸化炭素を鉄を触媒として水素で還元し、グラファイト（Ｃ）を生成させる。

� グラファイトを内径１�のカソードにハンドプレス機で詰め、それをホイールにはめ込み、測定
装置に装着する。

４ 測定方法

加速器をベースとした１４C-AMS専用装置（NEC社製）を使用し、１４Cの計数、１３C濃度（１３C／

１２C）、１４C濃度（１４C／１２C）の測定を行う。測定では、米国国立標準局（NIST）から提供されたシュ

ウ酸（HOx	）を標準試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。

５ 算出方法

� δ１３Cは、試料炭素の１３C濃度（１３C／１２C）を測定し、基準試料からのずれを千分偏差（‰）で

表した値である（表１）。ＡＭＳ装置による測定値を用い、表中に「AMS」と注記する。

� １４C年代（Libby Age：yrBP）は、過去の大気中１４C濃度が一定であったと仮定して測定され、

１９５０年を基準年（０yrBP）として遡る年代である。年代値の算出には、Libbyの半減期（５５６８年）

当別川左岸遺跡における放射性炭素年代（ＡＭＳ測定）
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を使用する（Stuiver and Polach１９７７）。１４C年代は δ１３Cによって同位体効果を補正する必要があ

る。補正した値を表１に、補正していない値を参考値として表２に示した。１４C年代と誤差は、下

１桁を丸めて１０年単位で表示される。また、１４C年代の誤差（±１σ）は、試料の１４C年代がその

誤差範囲に入る確率が６８．２％であることを意味する。

� pMC（percent Modern Carbon）は、標準現代炭素に対する試料炭素の１４C濃度の割合である。

pMCが小さい（１４Cが少ない）ほど古い年代を示し、pMCが１００以上（１４Cの量が標準現代炭素と

同等以上）の場合Modernとする。この値も δ１３Cによって補正する必要があるため、補正した値

を表１に、補正していない値を参考値として表２に示した。

� 暦年較正年代とは、年代が既知の試料の１４C濃度を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ、過去

の１４C濃度変化などを補正し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代は、１４C年代に対応する

較正曲線上の暦年代範囲であり、１標準偏差（１σ＝６８．２％）あるいは２標準偏差（２σ＝９５．４％）

で表示される。グラフの縦軸が１４C年代、横軸が暦年較正年代を表す。暦年較正プログラムに入力

される値は、δ１３C補正を行い、下一桁を丸めない１４C年代値である。なお、較正曲線および較正

プログラムは、データの蓄積によって更新される。また、プログラムの種類によっても結果が異な

るため、年代の活用にあたってはその種類とバージョンを確認する必要がある。ここでは、暦年較

正年代の計算に、IntCal０９データベース（Reimer et al.２００９）を用い、OxCalv４．１較正プログラム

（Bronk Ramsey２００９）を使用した。暦年較正年代については、特定のデータベース、プログラム

に依存する点を考慮し、プログラムに入力する値とともに参考値として表２に示した。暦年較正年

代は、１４C年代に基づいて較正（calibrate）された年代値であることを明示するために「cal BC／

AD」（または「cal BP」）という単位で表される。

６ 測定結果

試料の１４Ｃ年代は、Ｈ－２ HF－１焼土中出土木炭１が４１２０±３０yrBP、Ｆ－１焼土中出土木炭２

が３６１０±３０yrBPである。暦年較正年代（１σ）は、１が２８５６～２６２１cal BC、２が２０２１～１９３２cal BCの

間に各々複数の範囲で示される。１が縄文時代中期中葉から後葉頃、２が縄文時代後期前葉頃に相当

する（小林編２００８）。

試料の炭素含有率はいずれも６０％以上の十分な値で、化学処理、測定上の問題は認められない。

表１

測定番号 試料名 採取場所
試料

形態

処理

方法

δ１３C（‰）

（AMS）

δ１３C補正あり

Libby Age（yrBP） pMC（％）

IAAA－１２３２７５ １
Ｈ－２ HF－１

焼土中
木炭 AAA －２６．７±０．２７ ４，１２０±３０ ５９．９±０．２２

IAAA－１２３２７６ ２ Ｆ－１ 焼土中 木炭 AAA －２６．７１±０．４３ ３，６１０±３０ ６３．７９±０．２２

［＃５６１５］
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表２

測定番号
δ１３Ｃ補正なし 暦年較正用

（yrBP）
１σ暦年代範囲 ２σ暦年代範囲

Age（yrBP） pMC（％）

IAAA－１２３２７５ ４，１５０±３０ ５９．６９±０．２１４，１１７±２９

２８５６calBC－２８１２calBC（２０．６％）

２７４７calBC－２７２５calBC（９．７％）

２６９８calBC－２６２１calBC（３７．９％）

２８６６calBC－２８０４calBC（２４．８％）

２７７６calBC－２７７０calBC（０．７％）

２７６２calBC－２５７７calBC（６９．９％）

IAAA－１２３２７６ ３，６４０±３０ ６３．５７±０．２１３，６１０±２７
２０２１calBC－１９９３calBC（２３．０％）

１９８３calBC－１９３２calBC（４５．２％）
２０３２calBC－１８９５calBC（９５．４％）

［参考値］

当別川左岸遺跡における放射性炭素年代（ＡＭＳ測定）

［参考］暦年較正年代グラフ
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表１ 当別川左岸遺跡 検出遺構規模一覧

遺構種別 遺構名 調査区

規模（ｍ）
時 期

（縄文時代）
特 徴 図番号 図版番号上端 下端

深さ
長軸 短軸 長軸 短軸

住居跡

Ｈ－１ Ｎ５ ３．２５ ２．３５ ２．９５ ２．７３ ０．１５ 中期前半 図�－４ 図版３

Ｈ－２ Ｌ・Ｍ－４１・４２ ２．１１ １．９８ ２．０２ １．８９ ０．２１ 中期前半 図�－５ 図版３

Ｈ－３ Ｌ・Ｍ－４５、Ｌ４６ ２．６５ ２．２４ ２．５４ ２．０８ ０．１８ 中期後半 図�－５ 図版４

Ｈ－４ Ｌ・Ｍ－４５、Ｌ４６ ４．５３ ３．５３ ４．４３ ３．４２ ０．２４ 中期 図�－６ 図版４

土 坑

Ｐ－１ Ｆ・Ｇ－５６・５７ ２．５０ （１．８８） ２．３８ １．７９ ０．２１ 中期前半～後期前葉 図�－７ 図版４・５

Ｐ－２ Ｇ－５６・５７ １．２３ ０．７２ １．０８ ０／５７ ０．３０ 中期前半～後期前葉 図�－７ 図版５

Ｐ－３ Ｇ－５６・５７ （２．０４） １．４５ （１．８７） １．３１ ０．１９ 中期前半～後期前葉 図�－７ 図版４・５

Ｐ－４ Ｇ・Ｈ－５６ （１．０８） ０．７８ ０．７２ ０．５２ ０．３０ 中期前半～後期前葉 図�－７
Ｐ－５ Ｇ・Ｈ－５６・５７ １．１８ （０．８１） ０．９２ ０．６８ ０．４３ 中期前半～後期前葉 図�－８
Ｐ－６ Ｈ・Ｉ－５７ １．２４ １．１１ １．１３ １．１３ ０．３７ 中期前半～後期前葉 図�－８ 図版５

Ｐ－７ Ｇ・Ｈ－５７ ０．６０ ０．５０ ０．３７ ０．２４ ０．１２ 中期前半～後期前葉 図�－８
Ｐ－８ Ｍ４０ （０．５８） ０．５３ ０．３２ ０．４７ ０．２９ 中期前半～後期前葉 図�－９
Ｐ－９ Ｌ４４ ０．７４ ０．６９ ０．６５ ０．５８ ０．１５ 中期前半～後期前葉 図�－９ 図版５

Ｐ－１０ Ｎ４０ （０．６０） ０．５９ （－） （－） ０．１５ 中期前半～後期前葉 図�－９
Ｐ－１１ Ｎ５ ０．６３ ０．３６ ０．５２ ０．３５ ０．３４ 中期～後期 図�－４
Ｐ－１２ Ｍ４４ ０．７８ ０．５６ ０．６８ ０．４５ ０．１２ 中期前半～後期前葉 図�－１０
Ｐ－１３ Ｊ９・１０ ２．００ １．７５ （０．６５）（０．５５） ０．６０ 中期 図�－１０
Ｐ－１４ Ｍ・Ｎ－４５ ０．５９ ０．４０ ０．５７ ０．３９ ０．２８ 中期後半 図�－６・１０
Ｐ－１５ Ｍ・Ｎ－４５ １．０３ ０．８８ ０．９４ ０．７７ ０．１９ 中期後半 図�－６・１１
Ｐ－１６ Ｌ４５ ０．４４ ０．２２ ０．３９ ０．２１ ０．１４ 中期後半 図�－６・１１
Ｐ－１７ Ｎ－５０・５１ １．４３ １．２９ １．２８ １．１２ ０．５６ 後期前葉 図�－１１ 図版６

Ｐ－１８ Ｎ５１ １．６６ １．４１ ０．８１ ０．６６ １．１１ 中期前半～後期前葉 図�－１２ 図版６

Ｐ－１９ Ｍ５６ １．１７ ０．５８ １．０８ ０．５３ ０．２９ 中期前半～後期前葉 図�－１２

Ｔピット
TP－１ Ｈ・Ｉ－３４ ２．６０ ０．１８ ２．６８ ０．０８ ０．６８ 中期前半～後期前葉 図�－１３ 図版７

TP－２ Ｈ・Ｉ－４０・４１ ２．２７ ０．４２ ２．３５ ０．２２ ０．９２ 中期前半～後期前葉 図�－１３ 図版７

焼 土

Ｆ－１ Ｌ・Ｍ－４３ ０．２７ ０．１２ ０．０１ 中期前半～後期前葉 図�－１４
Ｆ－２ Ｊ８ ０．２７ ０．１６ ０．０４ 中期後半 図�－１４
Ｆ－３ Ｍ８ ０．６６ ０．２２ ０．０８ 中期後半 図�－１４
Ｆ－４ Ｍ４ ０．８０ ０．６４ ０．０５ 中期後半 図�－１４
Ｆ－５ Ｍ４５ ０．９８ ０．８０ ０．１１ 中期後半 図�－１４
Ｆ－６ Ｎ５ ０．５５ ０．３５ ０．１７ 中期前半～後期前葉 図�－１４

剥片集中
Ｓ－１ Ｍ４５ 中期後半 図�－１４
Ｓ－２ Ｍ・Ｎ－４５ 中期前半 図�－１４

表２ 当別川左岸遺跡 住居跡出土遺物一覧

遺構名 層 位 遺物名 分 類 石 材 点 数 備 考

Ｈ－１
覆土

土器 �群ａ類 ８８

剥片石器
石鏃 頁岩 １
剥片 頁岩 ６

礫 礫 凝灰岩 １
小 計 ９６

Ｈ－２
剥片石器 剥片 頁岩 ２

小 計 ２

Ｈ－３
覆土

土器 �群ｂ類 ２
剥片石器 剥片 頁岩 １
礫 礫・礫片 砂岩 １

小 計 ４

Ｈ－４
覆土

土器
�群ａ類 １
�群ｂ類 １

剥片石器 剥片 頁岩 ３
礫 礫 １

小 計 ６
合 計 １０８
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表３ 当別川左岸遺跡 土坑出土遺物一覧

遺構名 層 位 遺物名 分 類 石 材 点 数 備 考

Ｐ－１

覆土 土器 �群ａ類 ５２
坑底 土器 �群ａ類 ２

覆土
礫石器

両面調整石器 頁岩 １
たたき石 １
石核 頁岩 １
剥片 ６

礫 礫 １６
小 計 ７９

Ｐ－２
覆土

土器 �群ａ類 ５
礫石器 剥片 頁岩 １

坑底 礫 礫 ２
小 計 ８

Ｐ－３
覆土

土器 �群ａ類 ２
礫 礫 ４

小 計 ６

Ｐ－５
覆土

土器
�群ａ類 ８
�群ａ類 １

礫石器 剥片 頁岩 ２
礫 礫 ５

坑底 礫 礫 ２
小 計 １８

Ｐ－６

覆土

土器
�群ａ類 １９
�群ａ類 ４８

礫石器
たたき石 砂岩 １
台石・石皿 １
剥片 ７

礫 礫 ５

坑底
礫石器 剥片 頁岩 １
礫 礫 ６

小 計 ８８

Ｐ－８
覆土 礫 礫 １

小 計 １

Ｐ－９
覆土

礫石器
台石・石皿 安山岩 ３
砥石 砂岩 １

礫 礫 砂岩ほか ２
坑底 礫 礫 砂岩ほか ６

小 計 １２

Ｐ－１２
覆土

土器
�群ｂ類 １
�群ａ類 ５０

剥片石器 剥片 頁岩 １
小 計 ５２

Ｐ－１３
覆土

土器 �群ａ類 ２
礫 礫 砂岩 １

小 計 ３

Ｐ－１４
覆土 剥片石器 スクレイパー 頁岩 １

小 計 １

Ｐ－１５
覆土 剥片石器 スクレイパー 頁岩 １

小 計 １

Ｐ－１７
覆土 土器 �群ａ類 １１７
坑底 土器 �群ａ類 頁岩 １５

小 計 １３２

Ｐ－１８
覆土 礫 礫 １

小 計 １

Ｐ－１９
覆土

土器 �群ａ類 ６

礫石器
扁平打製石器 凝灰岩 １

石核 頁岩 １
剥片 頁岩 １

礫 礫 ８
小 計 １７

合 計 ４１９
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表４ 当別川左岸遺跡 焼土出土遺物一覧

遺構名 層 位 遺物名 分 類 石 材 点 数 備 考

Ｆ－５
焼土中 剥片石器 剥片 頁岩 １

小 計 １

Ｆ－６
焼土中 土器 �群ａ類 １

小 計 １
合 計 ２

表５ 当別川左岸遺跡 礫集中出土遺物一覧

遺構名 層 位 遺物名 分 類 石 材 点 数 備 考

Ｓ－１
土器 �群ａ類 砂岩ほか １
礫 礫 ２６

小 計 ２７

Ｓ－２
剥片石器 剥片 頁岩 １
礫 礫 砂岩ほか ４２

小 計 ４３
合 計 ７０

表６ 当別川左岸遺跡 土器集中出土遺物一覧

遺構名 層 位 遺物名 分 類 石 材 点 数 備 考

Po－１
� 土器

�群ａ類 ３
�群ｂ類 ３４

小 計 ３７
合 計 ３７

表７ 遺構出土掲載土器一覧

遺構名 図番号 調査区・遺物番号×点数 層位 部位 図版番号

Ｈ－１

図�－１５－１ Ｈ－１・１×１ 覆土 口縁部 図版８

図�－１５－２ Ｈ－１・４×１ 覆土 胴部 図版８

図�－１５－３ Ｈ－１・５×１ 覆土 胴部 図版８

図�－１５－４ Ｈ－１・１×１ 覆土 口縁部 図版８

図�－１５－５ Ｈ－１・４×１ 覆土 底部 図版８

図�－１５－６ Ｈ－１・１×１、Ｈ－１・３×１、Ｈ－１・４ 計６ 覆土 胴部～底部 図版８

Ｈ－３ 図�－１５－７ Ｈ－３・１×２ 覆土 口縁部 図版８

Ｐ－１ 図�－１５－８ Ｐ－１・１×９ 覆土 胴部 図版８

Ｐ－３ 図�－１５－９ Ｐ－３・１×１ 覆土 胴部 図版８

Ｐ－５ 図�－１５－１０ Ｐ－５・１×１ 覆土 口縁部 図版８

Ｐ－６

図�－１５－１１ Ｐ－６・２×１ 覆土 口縁部 図版８

図�－１５－１２ Ｐ－６・１×１ 覆土 口縁部 図版８

図�－１５－１３ Ｐ－６・３×１ 覆土 胴部 図版８

図�－１５－１４ Ｐ－６・３×１ 覆土 口縁部 図版８

図�－１５－１５ Ｐ－６・３×２ 覆土 胴部 図版８

Ｐ－１２ 図�－１５－１６
Ｐ－１２・１×４ 覆土

底部
図版８

Ｎ４４・５×２ � 図版８

Ｐ－１７

図�－１５－１７
Ｐ－１７・１×３ 覆土上

口縁部
図版８

Ｐ－１７・６×７ 壙底 図版８

図�－１５－１８

Ｐ－１７・２×１ 覆土中位

口縁部

図版８

Ｐ－１７・６×６ 壙底 図版８

Ｎ５０・１×１ � 図版８

Po－１ 図�－１５－１９ Po－１・２×２６、Ｍ５５・５×１、Ｍ５５・７×８，Ｍ５５・８×２、Ｍ５５・９×１、Ｍ５５・１１×１ 計３９ � 口縁～底部 図版８


 自然科学的分析

８３



表８ 遺構出土掲載石器一覧

図番号 遺構名 名称 分類
遺物

番号
層位

長さ

（
）
幅

（
）
厚さ

（
）
重さ

（ｇ）
石質 備 考

図版

番号

図�－１６－１ Ｈ－１ 石鏃 �Ａ４ ４ 覆土 ３．８ １．１ ０．７ ２．６ 頁岩 図版１７

図�－１６－２ Ｈ－３ すり石 �Ａ３ ２ 覆土 （８．３） （６．８） ２．０ １３７．７ 砂岩 扁平打製石器 図版１７

図�－１６－３ Ｐ－１ 両面調整石器 �Ａ ７ 覆土 （３．０） （５．０） （１．２） １６．４ 頁岩 図版１７

図�－１６－４ Ｐ－１ たたき石 
Ａ３ １１ 覆土 １６．０ ８．６ ３．２ ６０３．５ 砂岩 くぼみ石 図版１７

図�－１６－５ Ｐ－１ 石核 �Ａ１ ８ 覆土 （７．３） （６．２） （１．７） ９６．６ 頁岩 図版１７

図�－１７－６ Ｐ－６ たたき石 
Ａ１ １０ 覆土 （９．１） （１０．４） ５．４ ５４７．０ 砂岩 図版１７

図�－１６－７ Ｐ－６ 台石・石皿 �Ａ ９ 覆土 ５１．６ ２２．２ １４．３ ２２５００．０ 安山岩 被熱 図版１７

図�－１６－８ Ｐ－９ 台石・石皿 �Ａ １ 壙底 （１８．２） （２０．１） （１０．０） ４０００．０ 安山岩 図版１７

図�－１７－９ Ｐ－９ 台石・石皿 �Ａ ８ 壙底 （１１．９） （６．２） （１２．５） １４６０．０ 安山岩 図版１７

図�－１７－１０ Ｐ－９ 台石・石皿 �Ａ ９ 壙底 （１３．３） （１６．８） （５．５） １７７０．０ 安山岩 図版１７

図�－１７－１１ Ｐ－１４ スクレイパー �Ｂ２ａ １ 覆土 （５．７） （４．０） （０．９） １９．３ 頁岩 図版１７

図�－１７－１２ Ｐ－１５ スクレイパー �Ｂ２ａ １ 覆土 （７．４） （８．２） （１．６） ８１．６ 頁岩 図版１７

図�－１７－１３ Ｐ－１９ 石核 �Ａ１ ３ 覆土 （３．４） （５．０） （１．８） ２３．４ 頁岩 図版１７

図�－１７－１４ Ｐ－１９ すり石 �Ａ３ １ 覆土 （１０．８） （１４．８） （２．２） ４７３．５ 凝灰岩 扁平打製石器 図版１７
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表９－１ 包含層出土掲載土器一覧 �群ａ類

図番号 調査区・遺物番号×点数 層位 部位 図版番号 備考

図�－１－１

Ｌ５５・１×１、Ｌ５５・２×３、Ｌ５５・４×１０、Ｍ５５・５×１ 計１５ 	

口縁～底部

図版９

Ｐｏ－１・１×１、Ｌ５５・７×１、Ｍ５５・７×８、Ｍ５５・８×２、Ｍ５５・９×１ 計１３ � 図版９

Ｐ－１９・１×３ 覆土 図版９

Ｌ５５・１７×１３４ 木根 図版９

図�－１－２ Ｊ５３・５×６、Ｊ５３・１０×２ 計８ 	 口縁～底部 図版９

図�－１－３
Ｋ５２・１×２ 	

口縁～底部

図版９

Ｉ５４・５×１、Ｊ５２・１０×１、Ｋ５２・３×９、Ｋ５３・８×１３、Ｋ５３・９×５ 計２９ � 図版９

Ｋ５２・５×２、Ｋ５３・１０×３ 計５ � 図版９

図�－２－４
Ｊ５３・１０×１ 	

口縁～底部
図版９

Ｍ５７・３×６、Ｍ５７・６×４０ 計４６ フウトウ 図版９

図�－２－５ Ｌ５５・９×５ � 口縁～底部 図版１０

図�－２－６ Ｌ４７・１×２７、Ｌ４７・２×１８ 計４５ � 口縁～底部 図版１０

図�－２－７ Ｈ５５・５×６８、Ｈ５５・９×１、未注記×５ 計７４ � 口縁～底部 図版１０

図�－３－９ Ｊ５２・１６×１ 木根 口縁部 図版１２

図�－３－１０
Ｎ４７・１×３ 	

口縁部
図版１２

Ｎ４７・３×２ � 図版１２

図�－３－１１
Ｍ４８・１×１、Ｎ４７・１×１ 計２ 	

口縁部
図版１２

Ｍ４８・３×１ � 図版１２

図�－３－１２ Ｈ５３・５×１ 	 口縁部 図版１２

図�－３－１３ Ｍ９・１×１、Ｍ９・３×１ 計２ 	 口縁部 図版１２

図�－３－１４ Ｋ５５・８×１ � 口縁部 図版１２

図�－３－１５ Ｌ５４・４×１ 	 口縁部 図版１３

図�－３－１６ Ｈ５４・８×８ � 口縁～胴部 図版１３

図�－３－１７ Ｌ５５・１８×１ � 口縁部 図版１３

図�－３－１８ Ｊ５４・１３×１ � 口縁部 図版１３

図�－４－１９
Ｊ５６・６×３、Ｊ５６・８×４ 計７ �

口縁～胴部
図版１３

Ｊ５６・１１×１ � 図版１３

図�－４－２０ Ｋ５４・１９×１ � 口縁部 図版１３

図�－４－２１ Ｉ５６・６×３ � 口縁部 図版１３

図�－４－２２ Ｋ５５・８×１ � 口縁部 図版１３

図�－４－２３ Ｇ５５・２×２、Ｇ５５・１２×１ 計３ � 口縁部 図版１３

図�－４－２４ Ｋ５２・１×２ 	 口縁部 図版１３

図�－４－２５ Ｌ５４・４×１ 	 口縁部 図版１３

図�－４－２６ Ｌ５３・５×２ 	 口縁部 図版１３

図�－４－２７ Ｍ５７・３×２、Ｍ５７・６×２ 計４ フウトウ 口縁部 図版１３

図�－４－２８ Ｉ５３・４×２、Ｉ５３・９×１ 計３ 	 口縁部 図版１３

図�－４－２９ Ｌ５４・４×３ 	 口縁部 図版１３

図�－５－３０
Ｌ５５・６×１、Ｌ５５・１１×２、Ｌ５５・１２×３、Ｊ５５・９×４、Ｋ５５・５×１ 計１１ 	

口縁～底部

図版１３

Ｌ５４・１５×１、Ｌ５５・１８×２ 計３ � 図版１３

Ｌ５３・１０×１、Ｌ５３・１２×１、Ｌ５４・１２×２、Ｊ５５・１４×４ 計８ � 図版１３

図�－５－３１
Ｌ５６・２×１、Ｌ５６・９×１、Ｌ５６・１１×１ 計３ 	

口縁～胴部
図版１３

Ｌ５６・５×３４ � 図版１３

図�－５－３２ Ｌ５６・３×２０ 	 口縁～底部 図版１３

図�－５－３３
Ｊ５５・７×１、Ｌ５４・８×１、Ｌ５６・５×１ 計３ 	

胴部～底部
図版１３

Ｌ５４・９×１ � 図版１３

図�－５－３４ Ｆ４７・１×１ � 底部 図版１３

図�－５－３５
Ｌ５９・９×５ �

底部
図版１４

Ｌ５６・１２×１ 木根 図版１４

図�－５－３６
Ｊ５５・７×１ 	

底部
図版１４

Ｊ５５・９×３ � 図版１４

図�－５－３７ Ｈ７・１×１ 	 底部 図版１４

図�－５－３８ Ｋ５６・５×１、Ｋ５６・８×１ 計２ � 底部 図版１４

表９－２ 包含層出土掲載土器一覧 �群ｂ類

図番号 調査区・遺物番号×点数 層位 部位 図版番号 備考

図�－６－３９ Ｌ４７・４×１ � 口縁部 図版１４

図�－６－４０ Ｍ４７・１×３ � 口縁部 図版１４

図�－６－４１ Ｉ５５・２×４ 	 口縁部 図版１４

図�－６－４２
Ｍ４９・３×１ �

口縁部
図版１４

Ｍ４９・７×１ フウトウ 図版１４

図�－６－４３
Ｌ５６・５×３４ 	

胴部～底部
図版１４

Ｌ５６・２×１、Ｌ５６・９×１、Ｌ５６・１１×１ 計３ � 図版１４

図�－６－４４ Ｅ１１・１×１、Ｅ１２・３×３０、Ｅ１２・５×９２ 計１２３ � 口縁～胴部 図版１１
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表９－３ 包含層出土掲載土器一覧 �群ａ類

図番号 調査区・遺物番号×点数 層位 部位 図版番号 備考

図�－２－８ Ｆ５２・３×４８ � 口縁～底部 図版１０

図�－７－４５ Ｍ５４・３×１、Ｋ５５・７×２ 計３ 	 口縁部 図版１４

図�－７－４６ Ｊ５３・３×６、Ｊ５３・７×１１ 計１７ 	 口縁部 図版１４

図�－７－４７ Ｊ５３・１×７、Ｊ５３・５×１ 計８ 	 口縁部 図版１４

図�－７－４８ Ｇ５４・５×１、Ｇ４９・１×１ 計２ � 口縁部 図版１４

図�－７－４９ Ｅ５５・１×４ 	 口縁部 図版１４

図�－７－５０

Ｊ５４・３×１、Ｉ５４・１１×２、Ｉ５４・１３×１、Ｉ５４・１５×１ 計５ 	

口縁～胴部

図版１４

Ｉ５４・７×４ � 図版１４

Ｉ５４・１１×２、Ｉ５４・１３×１、Ｉ５４・１５×１ 計４ � 図版１４

図�－７－５１
Ｉ５２・２×１６ 	

口縁～胴部
図版１４

Ｉ５２・６×４ � 図版１４

図�－７－５２ Ｊ５４・２０×３ � 口縁部 図版１４

図�－７－５３ Ｇ５２・４×１ � 口縁部 図版１４

図�－７－５４ Ｆ５７・６×１ � 口縁部 図版１５

図�－７－５５
Ｊ５７・５×３ 	

口縁部
図版１５

Ｉ５６・９×１ � 図版１５

図�－７－５６ Ｆ５６・６×１ � 口縁部 図版１５

図�－７－５７ Ｊ５２・１３×３ � 口縁部 図版１５

図�－８－５８
Ｊ５５・１１×２ �

口縁～胴部
図版１５

Ｊ５５・１５×２ � 図版１５

図�－８－５９ Ｆ４８・１×１ � 口縁部 図版１５

図�－８－６０ Ｆ５４・１１×１１ � 口縁～胴部 図版１５

図�－８－６１ Ｈ５０・４×１ � 口縁部 図版１５

図�－８－６２
Ｌ５４・５×３ �

口縁～胴部
図版１５

Ｌ５４・２２×４ � 図版１５

図�－８－６３
Ｇ５４・７×２ �

口縁部
図版１５

Ｇ５５・２×２ � 図版１５

図�－８－６４ Ｉ５５・８×１、Ｉ５５・１１×１ 計２ � 胴部 図版１５

図�－８－６５ Ｉ５５・８×２ � 胴部 図版１５

図�－８－６６ Ｊ５３・７×４ 	 胴部 図版１５

図�－８－６７ Ｉ５３・５×１１ 	 口縁～底部 図版１５

図�－８－６８
Ｆ５５・２×１ 	

胴部～底部
図版１２

Ｆ５５・５×８ � 図版１２

図�－８－６９ Ｌ５５・１２×３、Ｌ５５・１３×５ 計８ 	 胴部～底部 図版１５

図�－８－７０ Ｉ５４・４×１０ 計１０ 	 胴部～底部 図版１５

図�－８－７１ａ Ｈ５０・２×５ 計５ � 胴部 図版１５

図�－８－７１ｂ Ｈ５０・２×１ � 底部 図版１５

図�－８－７２ Ｈ５５・３×１ 	 胴部～底部 図版１５

図�－９－７３
Ｏ４８・４×２４ 	

胴部～底部
図版１２

Ｏ４８・２×１ � 図版１２

図�－９－７４ Ｉ５７・１０×１ � 口縁部 図版１６

図�－９－７５
Ｈ５４・４×２、Ｈ５４・５×２ 計４ �

口縁～胴部
図版１６

Ｈ５４・２×１、Ｈ５４・４×２、Ｈ５４・５×２、Ｈ５４・６×１、Ｈ５４・１３×７ 計１３ � 図版１６

図�－９－７６

Ｊ５５・８×１ 	

口縁～胴部

図版１６

Ｊ５５・１１×２ � 図版１６

Ｉ５５・１４×１、Ｉ５５・１６×１ 計２ � 図版１６

図�－９－７７

Ｌ５５・３×１ 	

口縁部

図版１６

Ｌ５５・７×１ � 図版１６

Ｌ５５・９×１ � 図版１６

図�－９－７８
Ｊ５４・１２×２、Ｊ５５・１１×７、Ｊ５５・１３×１ 計１０ �

口縁～胴部
図版１６

Ｊ５４・１４×１、Ｊ５５・１６×３ 計４ � 図版１６

図�－９－７９ Ｈ５３・１×２、Ｉ５３・９×１ 計３ 	 底部 図版１６

図�－９－８０
Ｉ５４・７×７ �

口縁～底部
図版１６

Ｉ５４・１１×２、Ｉ５４・１３×２、Ｉ５４・１５×１、Ｉ５５・８×４ 計９ � 図版１６

図�－１０－８１
Ｊ５３・３×５、Ｊ５２・６×１ 計６ 	

口縁部
図版１６

Ｌ５４・７×５、Ｌ５４・９×１、Ｌ５４・１１×１、Ｌ５４・１５×２ 計９ � 図版１６

図�－１０－８２
Ｊ５４・１２×２ �

口縁部
図版１６

Ｉ５５・１６×１ � 図版１６

図�－１０－８３

Ｉ５４・４×２ 	

口縁部

図版１６

Ｉ５４・７×１ � 図版１６

Ｊ５２・８×１、Ｊ５２・１２×１ 計２ � 図版１６

当別川左岸遺跡における放射性炭素年代（ＡＭＳ測定）
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表９－４ 包含層出土掲載土器一覧 �群ｂ類

図番号 調査区・遺物番号×点数 層位 部位 図版番号 備考

図�－１０－８７ Ｍ５５・１０×３ � 口縁部 図版１６

図�－１０－８８ Ｌ５６・７×１ 	 口縁部 図版１６

表９－５ 包含層出土掲載土器一覧 �群・土製品

図番号 調査区・遺物番号×点数 層位 部位 図版番号 備考

図�－１０－８９ Ｉ９・１×１ 	 口縁部 図版２３

図�－１０－９０
Ｉ５５・５×１ 	 土製品 図版２３ 鐸形土製品

Ｉ５５・１０×１ � 土製品 図版２３

図�－１０－９１ Ｈ５５・６×１ � 土製品 図版２３ 鐸形土製品

図�－１０－９２ Ｊ５６・１×１ 	 土製品 図版２３ ミニチュア土器

図番号 調査区・遺物番号×点数 層位 部位 図版番号 備考

図�－１０－８４ Ｊ５５・１１×２，Ｊ５５・９×１ 計３ � 口縁部 図版１６

図�－１０－８５

Ｊ５３・４×１ 	

口縁部

図版１６

Ｊ５３・１４×１ � 図版１６

Ｇ５１・６×１ � 図版１６

図�－１０－８６ Ｍ５５・９×１ � 口縁部 図版１６
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表１０ 包含層出土掲載石器一覧

図番号 名称 分類 発掘区
遺物

番号
層位

長さ

（
）

幅

（
）

厚さ

（
）

重さ

（ｇ）
石質 備 考

図版

番号

図�－２０－１ 石鏃 �Ａ３ Ｆ９ １ � （２．９） １７３３．０ ０．５ １．６ 珪質頁岩 無茎・平基 図版１８

図�－２０－２ 石鏃 �Ａ８ Ｊ５７ ７ 	 （２．１） （０．７） ０．３ ０．４ 黒曜石 無茎 図版１８

図�－２０－３ 石鏃 �Ａ４ Ｊ５３ １５ 	 ４．０ １．５ ０．３ １．３ 珪質頁岩 無茎 図版１８

図�－２０－４ 石鏃 �Ａ４ Ｊ５６ １２ � ４．９ （１．３） （０．５） ２．８ 頁岩 無茎 図版１８

図�－２０－５ 石鏃 �Ａ４ Ｉ５１ １０ � ５．０ １．８ １．０ ６．６ 頁岩 無茎 図版１８

図�－２０－６ 石鏃 �Ａ４ Ｈ５５ １ 	 （４．９） １．１ ０．５ ２．１ 頁岩 無茎 図版１８

図�－２０－７ 石鏃 �Ａ５ Ｊ５５ ７ � （４．０） （２．５） ０．５ ２．７ 黒曜石 有茎 図版１８

図�－２０－８ 石鏃 �Ａ５ Ｊ５５ ２ 	 ２．７ １．８ （０．５） １．０ 頁岩 有茎 図版１８

図�－２０－９ 石鏃 �Ａ５ Ｇ４９ ９ � （２．９） １．６ ０．４ １．２ 頁岩 有茎 図版１８

図�－２０－１０ 石鏃 �Ａ５ Ｇ１０ ５ 	 ３．５ １．７ ０．５ １．６ 頁岩 有茎・茎部にアスファルト付着 図版１８

図�－２０－１１ 石鏃 �Ａ５ Ｇ５５ １ � （３．６） １．３ ０．５ １．６ 頁岩 有茎 図版１８

図�－２０－１２ 石鏃 �Ａ５ Ｎ４５ ９ � （４．６） （１．５） （０．８） ４．４ 珪質頁岩 有茎 図版１８

図�－２０－１３ 石鏃 �Ａ５ Ｎ５２ １ � （３．９） １．６ ０．７ ３．１ 頁岩 無茎 図版１８

図�－２０－１４ 石鏃 �Ａ５ Ｍ５６ ５ � （３．９） （１．５） ０．６ ２．８ 頁岩 有茎 図版１８

図�－２０－１５ 石鏃 �Ａ５ Ｌ５５ １６ 	 （４．４） （１．４） ０．５ ２．１ 頁岩 有茎 図版１８

図�－２０－１６ 石鏃 �Ａ５ Ｈ５２ ２９ � （３．３） （１．３） （０．５） １．９ 頁岩 有茎 図版１８

図�－２０－１７ 石鏃 �Ａ５ Ｍ４７ １９ � （３．８） （１．６） （０．５） ２．５ 珪質頁岩 有茎 図版１８

図�－２０－１８ 石鏃 �Ａ５ Ｊ５４ ８ � （２．８） ２．１ ０．４ １．８ 黒曜石 有茎・被熱 図版１８

図�－２０－１９ 石鏃 �Ａ５ Ｇ５５ ２ � （２．４） １．８ ０．３ １．０ 頁岩 有茎 図版１８

図�－２０－２０ 石槍・ナイフ �Ｂ１ Ｉ５６ １６ � （６．４） ２．６ １．２ １２．１ 黒曜石 有茎 図版１８

図�－２０－２１ 石槍・ナイフ �Ｂ２ Ｇ５２ １４ � ６．７ ３．５ ０．９ １６．１ 黒曜石 無茎 図版１８

図�－２０－２２ 石槍・ナイフ �Ｂ２ Ｊ５２ １７ � （５．６） （２．４） （０．９） １２．９ 頁岩 無茎・光沢面有り 図版１８

図�－２０－２３ 石槍・ナイフ �Ｂ２ Ｋ５５ ２ 	 （８．８） ３．１ ０．９ ２４．７ 頁岩 無茎・光沢面有り 図版１８

図�－２０－２４ 石錐 	Ａ１ Ｇ５８ ３ 	 ６．３ ３．７ １．０ １８．９ 頁岩 光沢面有り 図版１８

図�－２０－２５ 石錐 	Ａ１ Ｆ５８ ６ 	 （３．７） （２．６） （１．２） １１．１ 頁岩 図版１８

図�－２０－２６ つまみ付ナイフ �Ａ３ Ｏ４７ ２ � １０．３ １．７ ０．９ ７．８ 頁岩 図版１８

図�－２０－２７ つまみ付ナイフ �Ａ１ Ｈ５３ ５ 	 ６．０ ３．８ ６．４ １３．０ 頁岩 図版１８

図�－２０－２８ つまみ付ナイフ �Ａ１ Ｊ５３ ２ 	 ５．０ （３．３） （０．６） ２１．２ 頁岩 図版１８

図�－２０－２９ つまみ付ナイフ �Ａ３ Ｊ５３ ２９ � （６．０） １．９ ５．９ ７．６ 頁岩 図版１８

図�－２０－３０ つまみ付ナイフ �Ａ３ Ｍ５４ ８ � ７．０ ２．３ ０．８ １２．３ 頁岩 図版１８

図�－２０－３１ つまみ付ナイフ �Ａ２ Ｉ４８ １ 	 ７．６ ４．２ １．２ ３２．０ 頁岩 図版１８

図�－２１－３２ スクレイパー �Ｂ２ａ Ｌ１０ １ 	 ５．８ ２．７ １．０ １７．５ 頁岩 図版１８

図�－２１－３３ スクレイパー �Ｂ２ａ Ｌ４８ ４ � ８．９ （３．９） （１．７） ６７．２ 頁岩 図版１８

図�－２１－３４ スクレイパー �Ｂ２ｂ Ｌ４７ １ � ８．１ ４．０ １．２ ４４．８ 頁岩 光沢面有り 図版１８

図�－２１－３５ スクレイパー �Ｂ２ｂ Ｍ４６ １５ � （８．１） ６．１ １．３ ７２．５ 頁岩 図版１８

図�－２１－３６ スクレイパー �Ｂ２ｂ Ｎ４５ １ � （７．０） ３．９ １．１ ２８．４ 頁岩 光沢面有り 図版１８

図�－２１－３７ スクレイパー �Ｂ２ｂ Ｎ５５ ３ � ８．５ ４．４ １．２ ４１．４ 頁岩 図版１９

図�－２１－３８ スクレイパー �Ｂ２ｂ Ｍ５６ ６ � （１０．８） （４．８） （１．４） ８８．３ 頁岩 図版１９

図�－２１－３９ スクレイパー �Ｂ２ｂ Ｎ４５ １０ � （９．６） ４．８ １．６ ７２．７ 頁岩 光沢面有り 図版１９

図�－２１－４０ スクレイパー �Ｂ２ｂ Ｍ９ １ 	 （８．４） ２．２ ０．６ １６．０ 頁岩 光沢面有り 図版１９

図�－２２－４１ スクレイパー �Ｂ２ｂ Ｎ４９ ２ � ５．９ ４．２ １．１ ２８．３ 頁岩 光沢面有り 図版１９

図�－２２－４２ スクレイパー �Ｂ２ｂ Ｊ５７ １ 	 （４．７） ４．７ １．１ ２６．２ 頁岩 図版１９

図�－２２－４３ スクレイパー �Ｂ２ｂ Ｉ５５ ２１ � ７．６ ３．２ ０．９ １７．１ 頁岩 光沢面有り 図版１９

図�－２２－４４ 両面調整石器 �Ａ１ Ｌ５５ ２０ 木痕攪乱 （６．４） ３．３ １．９ ３９．９ 頁岩 図版１９

当別川左岸遺跡における放射性炭素年代（ＡＭＳ測定）
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図番号 名称 分類 発掘区
遺物

番号
層位

長さ

（
）

幅

（
）

厚さ

（
）

重さ

（ｇ）
石質 備 考

図版

番号

図�－２２－４５ 石斧 �Ａ１ Ｉ５５ ５ 	 （６．２） ３．６ １．３ ４９．８ 緑色片岩 図版１９

図�－２２－４６ 石斧 �Ａ１ Ｊ５４ ９ � （６．５） ３．５ １．６ ６２．５ 緑色泥岩 図版１９

図�－２２－４７ 石斧 �Ａ１ Ｋ５３ ５ 	 （１１．８） ４．１ ２．２ １９０．２ 緑色片岩 図版１９

図�－２２－４８ 石斧 �Ａ１ Ｋ５４ １８ � （８．１） ３．３ １．６ ７８．４ 緑色泥岩 図版１９

図�－２２－４９ 石斧 �Ａ１ Ｏ４８ １ 	 ７．６ ３．５ １．５ ７３．４ 緑色泥岩 図版１９

図�－２２－５０ 石斧 �Ａ１ Ｍ４８ １ � （１１．４） ５．１ ２．８ ２３５．４ 緑色泥岩 図版１９

図�－２２－５１ 石斧 �Ａ３ Ｌ７ １ 攪乱 （１６．１） （４．２） （３．３） ３６２．６ 緑色片岩 図版１９

図�－２３－５２ たたき石 
Ａ１ Ｇ１０ １４ 	 （８．７） ７．０ ３．８ ３２１．０ 砂岩 図版２０

図�－２３－５３ たたき石 
Ａ１ Ｉ５７ １５ � １８．０ ６．５ ５．９ １１０４．５ 砂岩 図版２０

図�－２３－５４ たたき石 
Ａ１ Ｊ５６ ２９ � １０．６ ６．５ ６．４ ５９０．５ 砂岩 図版２０

図�－２３－５５ たたき石 
Ａ２ Ｌ５７ ３ 	 （６．０） （７．５） ２．２ １２５．４ 砂岩 図版２０

図�－２３－５６ たたき石 
Ａ２ Ｆ５５ ６ � ７．５ １３．０ ３．３ ４８３．９ 砂岩 図版２０

図�－２３－５７ たたき石 
Ａ３ Ｊ４４ ６ 	 １４．６ ６．８ （３．６） ４１７．３ 砂岩 くぼみ石 図版２０

図�－２３－５８ たたき石 
Ａ３ Ｋ１０ １ 	 ８．８ ８．１ ３．５ ３３５．９ 砂岩 くぼみ石 図版２０

図�－２４－５９ たたき石 
Ａ３ Ｌ５６ １０ 	 （９．６） ７．２ ３．３ ３２３．６ 砂岩 くぼみ石 図版２０

図�－２４－６０ すり石 �Ａ１ Ｍ４４ ４ � ８．７ （１４．５） ６．３ １１２５．０ 砂岩 図版２０

図�－２４－６１ すり石 �Ａ１ Ｍ４５ ７ � ７．３ １２．４ ５．６ ５９１．５ 砂岩 図版２０

図�－２４－６２ すり石 �Ａ２ Ｆ４８ １ � ６．２ １０．７ ２．７ ２６６．９ 砂岩 図版２０

図�－２４－６３ すり石 �Ａ２ Ｇ５５ １９ 木痕攪乱 ６．２ １３．３ ２．１ ２５７．６ 頁岩 図版２０

図�－２４－６４ すり石 �Ａ３ Ｊ５３ ２６ � （６．１） （１１．１） ２．２ ２０７．５ 凝灰岩 扁平打製石器 図版２０

図�－２４－６５ すり石 �Ａ３ Ｆ５３ ３ � ７．４ １４．３ ２．０ ２７７．０ 凝灰岩 扁平打製石器 図版２０

図�－２５－６６ すり石 �Ａ３ Ｌ４７ ２ � （１０．２） （１３．７） ２．３ ３８３．７ 凝灰岩 扁平打製石器 図版２０

図�－２５－６７ すり石 �Ａ３ Ｊ５３ ３１ � （９．５） （１６．１） （２．６） ３９１．２ 砂岩 扁平打製石器 図版２１

図�－２５－６８ すり石 �Ａ３ Ｌ５４ ４０ � （８．５） （１５．２） （１．７） ２８８．３ 安山岩 扁平打製石器 図版２１

図�－２５－６９ すり石 �Ａ３ Ｋ５４ ２ 	 （８．１） （１６．１） （２．３） ３５３．１ 凝灰岩 扁平打製石器 図版２１

図�－２５－７０ すり石 �Ａ３ Ｋ５３ ６ 	 （９．６） （１５．９） （３．２） ５４５．５ 凝灰岩 扁平打製石器 図版２１

図�－２６－７１ すり石 �Ａ４ Ｆ５０ ５ 	 １０．２ （９．５） （５．９） ７７０．０ 安山岩 北海道式石棺 図版２１

図�－２６－７２ すり石 �Ａ４ Ｉ５３ ７ 	 ９．３ （１２．９） （５．６） １０２３．０ 安山岩 北海道式石棺 図版２１

図�－２６－７３ すり石 �Ａ４ Ｉ５１ ５ � ８．０ （１３．１） ４．８ ７２６．０ 安山岩 北海道式石棺 図版２１

図�－２６－７４ すり石 �Ａ４ Ｊ５７ １４ � ８．９ １２．６ ５．７ ９１８．５ 安山岩 北海道式石棺 図版２１

図�－２６－７５ すり石 �Ａ４ Ｊ５５ ３３ � （６．５） （９．６） ４．２ ３９０．７ 砂岩 北海道式石棺 図版２１

図�－２６－７６ すり石 �Ａ４ Ｌ５４ ４１ � ７．５ １１．９ （５．２） ７２５．５ 砂岩 北海道式石棺 図版２１

図�－２７－７７ すり石 �Ａ４ Ｊ５７ １４ � ８．９ １１．５ ４．７ ６７３．０ 安山岩 北海道式石棺 図版２１

図�－２７－７８ 台石・石皿 �Ａ Ｎ４７ ４ � （１８．８） （２２．９） ８．２ ４１００．０ 安山岩 図版２２

図�－２７－７９ 台石・石皿 �Ａ Ｎ４６ ６ � ３２．１ ４３．０ １１．５ ２１０００．０ 安山岩 図版２２

図�－２８－８０ 砥石 �Ｂ２ Ｅ１０ １ � （９．４） （７．５） （２．８） ２９０．０ 砂岩 図版２２

図�－２８－８１ 砥石 �Ｂ２ Ｉ５５ ２ 	 （９．３） （８．２） ４．２ ５８０．０ 砂岩 図版２２

図�－２８－８２ 砥石 �Ｂ２ Ｆ５２ ５ � （１３．２） （１１．６） ５．３ １４８０．０ 砂岩 図版２２

図�－２８－８３ 砥石 �Ｂ２ Ｊ５４ ２１ 	 （１３．７） （１０．４） （５．０） ９９０．０ 砂岩 図版２２

図�－２８－８４ 石錘 �Ａ Ｇ５５ １４ � １３．０ １５．０ ２．８ ７３９．０ 安山岩 図版２２

図�－２８－８５ 石錘 �Ａ Ｍ４５ １０ � ９．９ （１２．３） ３．５ ５６２．５ 砂岩 図版２２

図�－２９－８６ 石錘 �Ａ Ｍ４６ ９ � ９．０ （１３．７） ３．６ ６５３．０ 砂岩 図版２２

図�－２９－８７ 石核 ？Ａ１ Ｊ５１ １６ � ４．２ ６．５ ４．３ １２４．９ 頁岩 図版２２

図�－２９－８８ 石核 ？Ａ１ Ｊ５５ ３７ � （５．４） ７．７ ２．３ １３３．３ 頁岩 図版２２

図�－２９－８９ 石核 ？Ａ１ Ｌ５４ １０ 	 ４．７ ６．５ ２．５ ６９．２ メノウ質頁岩 図版２２
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図�－３０－９０ 石製品 Ｊ５５ ２６ � ２．７ ４．６ １．０ ６．０ obs 異形石器 図版２３

図�－３０－９１ 石製品 Ｈ５０ ９ � ７．６ ５．９ ０．９ ５１．９ 砂岩 図版２３

図�－３０－９２ 石製品 Ｇ７ １ � （７．４） ６．０ ２．８ （５６．９） 軽石 図版２３

図�－３０－９３ 石製品 Ｋ５５ １１ 	 （１１．１） ７．５ ２．１ （７０．５） 軽石 図版２３

図�－３０－９４ 石製品
Ｌ４５ ７

� （１０．２） （５．５） ２．６ （１４３．８） 安山岩 図版２３
Ｍ４５ ５

当別川左岸遺跡における放射性炭素年代（ＡＭＳ測定）
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Ｈ２３・Ｃ地区 調査状況

Ｈ２３・Ｂ・Ｃ地区 沢部分クリーニング作業状況

調査状況

図版１



２３年度調査区完掘状況（南西から）

２４年度調査区完掘状況（北西から）

完掘状況

図版２



Ｈ－１ 検出状況 Ｈ－１ 東西ベルトセクション

Ｈ－１ 全景 Ｈ－２ 検出状況

Ｈ－２ セクション Ｈ－２ 完掘

住居跡（１）

図版３



Ｈ－３ セクション Ｈ－３ 完掘

Ｈ－４ セクション Ｈ－３・４ 完掘

Ｐ－１ セクション Ｐ－３ セクション

住居跡（２）・土坑（１）

図版４



Ｐ－１～３ 遺物出土状況 Ｐ－６ セクション

Ｐ－６ 遺物出土状況 Ｐ－６ 完掘

Ｐ－９ 遺物出土状況 Ｐ－９ 完掘

土坑（２）

図版５



Ｐ－１７ フク土中位遺物出土状況 Ｐ－１７ フク土中位遺物出土状況

Ｐ－１７ セクション Ｐ－１７ 完掘

Ｐ－１８ セクション Ｐ－１８ 完掘

土坑（３）

図版６



TP－１ セクション TP－１ 完掘

TP－２ セクション TP－２ 完掘

土坑（４）

図版７



遺構出土の土器

図版８



包含層出土の土器（１）

図版９



包含層出土の土器（２）

図版１０



包含層出土の土器（３）

図版１１



包含層出土の土器（４）

図版１２



包含層出土の土器（５）

図版１３



包含層出土の土器（６）

図版１４



包含層出土の土器（７）

図版１５



包含層出土の土器（８）

図版１６



遺構出土の石器

図版１７



包含層出土の石器（１）

図版１８



包含層出土の石器（２）

図版１９



包含層出土の石器（３）

図版２０



包含層出土の石器（４）

図版２１



包含層出土の石器（５）

図版２２



包含層出土の土製品

包含層出土の石製品

図版２３
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函館圏開発事業団 １９７４ 『西桔梗』

函館市教育委員会 ２００３ 『豊原４遺跡』

北海道開拓記念館 １９７６ 『札苅』

北海道第四紀研究会 １９７４ 『西股』

松前町教育委員会 １９７４ 『松前町大津遺跡発掘報告書』

松前町教育委員会 １９８８ 『寺町貝塚』

松前町教育委員会 １９８３ 『白坂』

南茅部町教育委員会 １９９６ 『大船Ｃ遺跡』

南茅部町埋蔵文化財調査団 １９９２ 『八木Ｂ遺跡』

南茅部町埋蔵文化財調査団 １９９３ 『八木Ａ遺跡 ハマナス野遺跡』

南茅部町埋蔵文化財調査団 １９９５ 『八木Ａ遺跡� ハマナス野遺跡』

南茅部町埋蔵文化財調査団 １９９７ 『八木Ａ遺跡� ハマナス野遺跡』

森町教育委員会 １９７５ 『烏崎遺跡』

八雲町教育委員会 １９９２ 『コタン温泉遺跡』

八雲町教育委員会 １９９５ 『浜松５遺跡』

�北海道埋蔵文化財センター １９８５ 『湯の里遺跡群』 北埋調報１８

�北海道埋蔵文化財センター １９８６ａ 『湯の里３遺跡』 北埋調報３２

�北海道埋蔵文化財センター １９８６ｂ 『木古内町建川１・新道４遺跡』 北埋調報３３

�北海道埋蔵文化財センター １９８６ｃ 『木古内町札苅遺跡』 北埋調報３４

�北海道埋蔵文化財センター １９８７ａ 『上磯町矢不来２遺跡』 北埋調報３７

�北海道埋蔵文化財センター １９８７ｂ 『木古内町建川２・新道４遺跡』 北埋調報４３

�北海道埋蔵文化財センター １９８８ 『木古内町新道４遺跡』 北埋調報５２

�北海道埋蔵文化財センター １９９８ 『上磯町茂別遺跡』 北埋調報１２１

�北海道埋蔵文化財センター ２００４ 『森町濁川左岸遺跡－Ａ地区－』 北埋調報２０８

�北海道埋蔵文化財センター ２００５ａ 『北檜山町生渕２遺跡 北埋調報２１４

�北海道埋蔵文化財センター ２００５ｂ 『共和町リヤムナイ３遺跡�』 北埋調報２１８

�北海道埋蔵文化財センター ２００６ａ 『共和町リヤムナイ遺跡・リヤムナイ３遺跡�』 北埋調報２２７

�北海道埋蔵文化財センター ２００６ｂ 『森町三次郎川右岸遺跡』 北埋調報２３３

�北海道埋蔵文化財センター ２００６ｃ 『森町森川３遺跡�』 北埋調報２３４

�北海道埋蔵文化財センター ２００７ 『北斗市館野遺跡�』 北埋調報２３７

�北海道埋蔵文化財センター ２００８ 『千歳市梅川４遺跡�』 北埋調報２５３

�北海道埋蔵文化財センター ２０１０ａ 『森町石倉１遺跡�』 北埋調報２６６

�北海道埋蔵文化財センター ２０１０ｂ『千歳市梅川４遺跡�』 北埋調報２６９

�北海道埋蔵文化財センター ２０１１ａ 『木古内町木古内２遺跡』 北埋調報２７８

�北海道埋蔵文化財センター ２０１１ｂ 『木古内町大平遺跡・大平４遺跡』 北埋調報２８０

�北海道埋蔵文化財センター ２０１２ 『木古内町蛇内２遺跡』 北埋調報２８１
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ふりがな
収録遺跡

ふりがな
所 在 地

コ ー ド
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

とうべつがわ さ がん い せき

当別川左岸遺跡

ほく と し とうべつ

北斗市当別
５５２－３～
５５３－１９

０１３６０ Ｂ－０６－２４

Ｉ１１杭

２０１１０８０１
～２０１１０９０９ １，８１６�

高規格幹線
道路函館江
差自動車道
工事に伴う
発掘調査

４１度４５分
３３．８９８５６秒

１４０度３５分
００．９７１３０秒

Ｉ３５杭

４１度４５分
３６．０５３１９秒

１４０度３５分
０３．９７００６秒

Ｉ４５杭

２０１２０８０１
～２０１２１０３１ ２，４４２�

４１度４５分
３７．８４８７０秒

１４０度３５分
０５．２１９５９秒

Ｉ５５杭

４１度４５分
３７．８４８７０秒

１４０度３５分
０６．４６９０９秒

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主 な 遺 物

当別川左岸遺跡 遺物包含地
縄文時代

中期前半～晩期中葉

竪穴住居跡４軒、土坑１９基、
Ｔピット２基、焼土６か所、

剥片集中２か所
土器・石器

要 約

当別川左岸遺跡の平成２３・２４年度調査の報告である。遺跡は、ＪＲ渡島当別駅から
北東へ約２．５�のところに位置する。茂辺地川と当別川に挟まれた海岸段丘上に立地
している。調査区は北から南に緩やかに傾斜している。
遺跡からは、縄文時代中期前半～後期前葉の遺構・遺物が検出されている。遺構は、
竪穴住居跡４軒、土坑１９基、Ｔピット２基、焼土６か所、剥片集中２か所が確認され
た。遺物は、円筒土器上層ａ・ｂ式、サイべ沢�式、見晴町式、大安在Ｂ式、涌元式、
トリサキ式、ウサクマイＣ式などの土器２３，６２５点、石鏃、石槍・ナイフ、スクレイパー、
たたき石、すり石などの５，６２５点の石器等が出土している。

遺跡番号は北海道埋蔵文化財包蔵地周知資料登載番号、経緯度は世界測地系による。
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